
第
四
八
回

光
華
講
座

「
真
実
」
を
「
信
」
に
献
供
す
る

│
│
古
代
イ
ン
ド
祭
式
か
ら
念
仏
へ
│
│

元
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
特
別
研
究
員

阪
本（
後
藤
）純
子

炊
き
た
て
の
ご
飯
の
最
初
の
一
掬
い
を
神
棚
と
仏
壇
に
供
え
、
チ
ン
と
鉦
を
鳴
ら
し
て
手
を
合
わ
せ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱

え
る
。
神
様
も
仏
様
も
ご
先
祖
様
も
、
時
に
は
「
御
大
師
さ
ん
（
弘
法
大
師
）」
も
加
え
て
、
毎
日
拝
む
と
い
う
の
が
、
大
阪
の
平

凡
な
庶
民
で
あ
る
生
家
の
習
わ
し
で
し
た
。「
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
」
と
短
縮
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
は
気
に
も
せ
ず
、
た
だ
、
こ
の
よ
う

に
念
じ
て
唱
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
苦
し
く
て
も
な
ん
と
か
な
る
、
ど
ん
な
人
で
も
「
極
楽
」
に
行
け
る
と
い
う
信
心
は
、
日
本
独
自

の
思
想
で
あ
る
よ
う
に
子
供
の
頃
は
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
で
仏
教
を
学
び
、
浄
土
教
が
中
国
か
ら
伝
来
し
、
そ
の

起
点
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
経
典
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
他
方
で
は
、
イ
ン
ド
仏
教
や
バ
ラ
モ
ン
教
の
聖
典
を
読
み
進
む
う
ち

に
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
仏
を
念
じ
る
行
為
（「
称
名
念
仏
」）
の
意
味
が
、
少
し
ず
つ
解
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

浄
土
思
想
と
古
代
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
思
想
と
の
関
係
は
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
実
証
の
難
し
い
問
題
で
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（
�
）
す
。
今
か
ら
三
千
年
か
ら
二
千
五
百
年
ほ
ど
前
の
古
代
イ
ン
ド
祭
式
と
、
現
代
の
日
本
に
生
き
て
い
る
「
称
名
念
仏
」
の
信
仰
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
の
は
大
胆
な
試
み
で
す
が
、
光
華
講
座
に
お
招
き
頂
き
ま
し
た
機
会
に
、
浄
土
教
学
の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ

ン
ド
文
献
学
の
範
囲
内
で
、
私
の
気
付
い
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
私
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
二
〇
歳
ぐ
ら
い
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
大
学
闘
争
の
激
し
い
時
期
に
、「
世

界
の
名
著
」
シ
リ
ー
ズ
で
出
版
さ
れ
た
大
乗
教
典
を
読
ん
で
感
動
し
、
仏
教
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
実
際
に
仏
典
を
読
み
出
す
と
、

大
乗
か
ら
初
期
仏
教
へ
、
教
理
よ
り
も
パ
ー
リ
語
や
仏
教
梵
語
な
ど
の
言
語
や
韻
律
へ
と
関
心
が
移
り
、
梵
語
梵
文
学
に
専
攻
を
変

え
、
パ
リ
に
留
学
し
て
博
士
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
ヴ
ェ
ー
ダ
を
中
心
に
イ
ン
ド
イ
ラ
ン
学
、
比
較
言
語
学
、
さ

ら
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
学
び
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
パ
ー
リ
語
研
究
員
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
の
終
わ
る
頃
に
日
本
に
帰
り
、
ヴ
ェ

ー
ダ
か
ら
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
至
る
、
言
語
・
韻
律
・
思
想
の
発
展
過
程
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
時
間
的
に
は
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
後
五
〇
〇
年
頃
ま
で
の
お
よ
そ
二
千
年
間
、
地
理
的
に
は
イ
ン
ド

を
中
心
に
、
イ
ラ
ン
と
中
央
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
黒
海
か
ら
日
本
に
お
よ
ぶ
広
大
な
領
域
を
対
象
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
人
の
研
究
者

と
し
て
は
無
茶
な
こ
と
を
し
て
き
た
と
、
つ
く
づ
く
思
う
毎
日
で
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
語
で
書
か
れ
た
バ
ラ
モ
ン

教
典
と
、
パ
ー
リ
語
や
仏
教
梵
語
で
書
か
れ
た
仏
典
、
ア
シ
ョ
ー
カ
碑
文
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
典
な
ど
を
平
行
し
て
読
む
こ
と
に
よ
り
、

初
め
て
見
え
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
時
代
と
地
域
に
よ
り
、
言
語
も
韻
律
も
思
想
も
変
化
す
る
、
そ
の
変
化
の
流
れ

を
把
握
し
て
、
初
め
て
仏
典
の
言
葉
の
意
味
が
解
る
、
思
想
が
解
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
は
力
足
ら
ず
で
学
い
ま
だ
成
ら
ず

と
い
う
状
態
で
す
が
、
研
究
の
方
向
と
し
て
は
、
歴
史
的
な
流
れ
の
川
上
か
ら
川
下
へ
と
理
解
す
る
、
ま
た
、
イ
ン
ド
全
体
の
思
想

環
境
を
考
慮
す
る
と
い
う
、
こ
の
方
法
し
か
無
い
と
痛
感
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
体
験
の
一
つ
に
、
無
量
寿

経
が
あ
り
ま
す
。
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二
〇
年
余
り
前
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
無
量
寿
経Sukhāvatīvyūha

を
繰
り
返
し
読
む
機
会
が
あ
り
、
言
語
と
韻
律
を
分
析

し
、
文
献
と
し
て
の
成
立
過
程
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「『
輪
廻
と
業
』
思
想
の
起
源
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
没
頭
し
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
ジ
ャ
ナ
カ
と
い
う
王
と
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
と
い
う

バ
ラ
モ
ン
学
者
の
対
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
供
物
が
何
も
な
い
時
、
ど
の
よ
う
に
祭
式
を
行
う
か
」
と
い
う
王
の
質
問
に
、「
真
実
が

信
に
献
供
さ
れ
た
」
と
返
答
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
信
じ
る
思
い
に
真
実
で
あ
る
言
葉
を
唱
え
る
こ
と
が
、
祭
式
で
あ
る
と
い

う
革
新
的
な
思
想
で
す
。
紀
元
前
六
〇
〇
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
こ
の
対
話
が
、
ど
の
よ
う
に
、
紀
元
後
の
成
立
と
思
わ
れ
る
浄
土
教

の
「
称
名
念
仏
」
に
繋
が
る
の
か
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
�
）

１

古
代
イ
ン
ド
の
文
明
と
社
会
構
造

イ
ン
ド
最
古
の
文
明
と
し
て
は
、
紀
元
前
二
六
〇
〇
年
頃
か
ら
前
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
イ
ン
ダ
ス
河
流
域
（
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン

と
イ
ン
ド
）
に
栄
え
た
イ
ン
ダ
ス
文
明
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
都
市
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
ら
し
い
も
の
は

あ
っ
て
も
解
読
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
言
語
を
話
し
、
ど
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
。

他
方
、
英
語
な
ど
の
欧
米
諸
語
や
、
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
な
ど
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
諸
語
の
母
体
と
な
っ
た
「
イ
ン
ド
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
」
を
話
す
人
々
が
、
非
常
に
古
く
か
ら
黒
海
沿
岸
に
住
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
紀
元
前
四
千
年
紀

か
ら
三
千
年
紀
に
か
け
て
、
数
次
に
わ
た
り
、
東
西
南
北
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
進
出
し
、
支
配
地
域
を
拡
大
し
ま
す
。
そ
の
中
の

一
派
が
「
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
祖
語
」
を
話
す
人
々
で
す
。
彼
ら
の
一
部
は
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
頃
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
山
岳
地
帯
か

ら
イ
ン
ダ
ス
川
上
流
地
域
に
至
り
、
先
住
民
を
征
服
・
吸
収
し
つ
つ
、
イ
ン
ド
内
部
に
植
民
を
拡
大
し
ま
す
。
彼
ら
は
「
ア
ー
リ
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ヤ
」
と
自
称
し
、
上
位
三
階
級
を
形
成
し
ま
す
。
第
一
に
、
宗
教
活
動
の
専
門
職
で
あ
る
祭
官
階
級
「
バ
ラ
モ
ン
」（
ブ
ラ
ー
フ
マ

ナbrāhm
aṇá-

）、
第
二
に
、
戦
争
や
政
治
を
行
う
「
王
族
（
戦
士
）
階
級
」（
ラ
ー
ジ
ャ
ニ
ャrājanyà-

、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤkṣa­

tríya-
）、
第
三
に
、
生
産
活
動
の
主
体
で
あ
る
「
生
産
階
級
」（
ヴ
ァ
イ
シ
ャváiśya-

）
で
す
。
そ
の
下
に
「
ア
ー
リ
ヤ
」
で
は
な

い
「
隷
属
階
級
」（
シ
ュ
ー
ド
ラśūdrá-

）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
ま
れ
に
よ
る
階
級
制
度
が
彼
ら
の
社
会
構
造
の
特
徴

（
�
）

で
、「
階
級
」
は
「
色
」
を
意
味
す
る
ヴ
ァ
ル
ナvárṇa-

の
語
で
表
さ
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
元
々
、
牛
を
主
と
す
る
牧
畜
（
放
牧
、
な
い
し
、
季
節
に
よ
る
移
牧
）
を
基
盤
と
す
る
移
住
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
イ
ン
ド
進
出
と
と
も
に
農
耕
を
主
と
す
る
定
住
生
活
に
徐
々
に
移
行
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
部
族
社
会
か
ら
都
市
国
家
、
さ
ら
に

帝
国
へ
と
発
展
し
ま
す
。
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
が
活
躍
し
た
紀
元
前
四
〇
〇
年
前
後
に
は
都
市
国
家
が
覇
権
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。
紀
元

前
三
〇
〇
年
頃
に
最
初
の
帝
国
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
が
成
立
し
、
そ
の
第
三
代
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
仏
教
へ
の
帰
依
と
碑
文
と
に
よ
り
有
名

で
す
。

言
語
と
し
て
は
古
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
最
古
層
が
ヴ
ェ
ー
ダ
語
で
、
新
層
が
（
狭
義
の
）
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で
す
。
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
語
の
口
語
か
ら
中
期
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
が
発
展
し
ま
す
。
初
期
仏
典
の
用
語
で
あ
る
パ
ー
リ

語
は
そ
の
古
い
段
階
に
属
し
ま
す
。
大
乗
経
典
な
ど
に
は
、
中
期
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
に
属
す
る
方
言
が
人
為
的
に
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
化
さ
れ
た
言
語
、
い
わ
ゆ
る
「
仏
教
梵
語
」（B

uddhistH
ybrid

Sanskrit

﹇B
H
S

﹈）
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
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（
�
）

２

古
代
イ
ン
ド
の
宗
教

２
│
１

バ
ラ
モ
ン
教

古
代
イ
ン
ド
宗
教
の
第
一
の
特
色
は
「
多
神
教
」
で
す
。
多
数
の
神
々
が
併
存
し
、
職
務
を
分
担
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
神
々
が
、

実
は
、
起
源
の
異
な
る
い
く
つ
か
の
神
群
か
ら
成
り
、
時
代
と
共
に
性
格
を
変
え
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
成
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
２
の
特
色
は
「
祭
式
中
心
主
義
」
で
す
。
特
別
な
知
識
「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
に
基
づ
き
、
祭
官
が
祭
式
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙

の
秩
序
を
維
持
し
、
社
会
の
繁
栄
と
個
人
の
幸
福
を
実
現
す
る
と
信
じ
ら
れ
、
正
し
く
祭
式
を
執
行
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

第
３
に
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
祭
官
職
と
ヴ
ェ
ー
ダ
「
知
」
と
が
、
バ
ラ
モ
ン
階
級
に
よ
り
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
時
代
の
宗
教
が
「
バ
ラ
モ
ン
教
」
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
す
。
後
に
、
王
族
出
身
の
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
な
ど
の
自
由
思
想
家

（
シ
ュ
ラ
マ
ナśram

aṇa-

「
沙
門
」）
た
ち
が
バ
ラ
モ
ン
教
を
激
し
く
批
判
し
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
生
ま
れ
に
よ
り
バ
ラ
モ

ン
階
級
が
「
知
」
を
独
占
し
、
祭
式
に
よ
り
社
会
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

２
│
２

ヴ
ェ
ー
ダ
「
知
」

イ
ン
ド
思
想
の
最
古
の
資
料
は
、
ヴ
ェ
ー
ダvéda-

と
よ
ば
れ
る
宗
教
文
献
で
す
。
文
献
と
言
っ
て
も
、
口
頭
伝
承
さ
れ
た
も
の

で
す
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
文
字
の
使
用
は
紀
元
前
三
世
紀
半
ば
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
碑
文
に
始
ま
り
ま
す
が
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
は
現
在

に
至
る
ま
で
口
頭
伝
承
が
基
本
で
、
写
本
は
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
仏
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
マ
ハ
ー
バ
ー
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ラ
タ
、
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
叙
事
詩
も
口
頭
伝
承
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
文
化
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ヴ
ェ
ー

ダ
は
、vid

「
知
る
」
と
い
う
動
詞
か
ら
作
ら
れ
た
名
詞
で
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
、
知
識
」、
特
に
「
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
（
人
間
）

と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
（
外
界
）
の
両
方
を
合
わ
せ
た
、
全
宇
宙
の
理
法
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
知
識
」
を
意
味
し
ま
す
。
ヴ
ェ

ー
ダ
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語
が
ヴ
ェ
ー
ダ
語
で
す
。

ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
は
、
ま
ず
「
祭
式
用
の
詩
句
」
マ
ン
ト
ラm
ántra-

を
集
め
た
サ
ン
ヒ
タ
ー
が
成
立
し
ま
す
。
最
も
古
い
も
の
は

�

神
々
へ
の
讃
歌
（
リ
チŕc-

）
を
集
め
た
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
で
紀
元
前
一
二
〇
〇
年
頃
の
編
纂
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
た
詠
唱
（
サ
ー
マ
ンsā́m
an-

）
を
集
め
た
サ
ー
マ
ヴ
ェ
ー
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
、
祭
式
で
行
作
と
共
に
用

い
る
祭
詞
（
ヤ
ジ
ュ
スyájuṣ-
）
を
集
め
た
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
、
治
療
・
調
伏
・
願
望
成
就
な
ど
の
祝
詞
・
呪
詞

の
集
成
が
ア
タ
ル
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
で
、
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
以
降
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
四
種
の
サ
ン
ヒ

タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
マ
ン
ト
ラ
を
四
種
の
祭
官
が
司
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
全
体
と
し
て
四
学
派
を
形
成
し
ま
す
。

次
に
マ
ン
ト
ラ
や
、
祭
式
に
お
け
る
行
作
を
説
明
し
、
祭
式
全
体
の
意
義
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
散
文
の
文
献
、
ブ
ラ
ー
フ
マ

ナbrā́hm
aṇa-

が
成
立
し
ま
す
。
お
よ
そ
紀
元
前
八
〇
〇
年
か
ら
六
〇
〇
年
頃
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
更
に
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ドupaniṣád
-

（
原
義
「
も
の
の
背
後
に
あ
る
も
の
」）
と
呼
ば
れ
る
哲
学
的
文
献
が
発
展
し
ま
す
。
祭
式
の
次
元
を
超
え
て
、
宇
宙

を
支
配
す
る
原
理
を
考
察
し
、
人
間
の
生
と
死
、
死
後
の
世
界
と
不
死
へ
の
到
達
、
絶
対
的
幸
福
を
探
求
す
る
思
索
が
展
開
し
ま

す
。
紀
元
前
六
世
紀
頃
に
成
立
す
る
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
は
、
ジ
ャ
イ
ミ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
、
ブ
リ

ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ャ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
三
編
が
数
え
ら
れ
、
後
二
者
が
特
に

有
名
で
す
。
そ
れ
以
後
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
は
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
等
の
新
興
宗
教
と
同
時
代
か
そ
れ
以
降
の
成
立
と
思
わ

れ
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
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古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
が
成
立
し
た
頃
、
紀
元
前
一
千
年
紀
中
頃
の
イ
ン
ド
思
想
界
に
は
大
変
動
が
起
こ
り
、
宗
教
的
状
況
が
激
変

し
ま
す
。
ま
ず
、
祭
式
よ
り
も
苦
行
や
瞑
想
な
ど
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
祭
式
を
行
う
家
長
よ
り
も
、
出
家
者
が
宗
教
活
動

の
中
心
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
身
階
級
に
よ
る
制
限
か
ら
解
放
さ
れ
、
バ
ラ
モ
ン
出
身
で
は
な
い
修
行
者
た
ち
、
シ
ュ
ラ
マ
ナ

śram
aṇá-

「
努
力
す
る
者
」（
漢
訳
「
沙
門
」）
と
呼
ば
れ
る
自
由
思
想
家
た
ち
が
活
躍
し
、
バ
ラ
モ
ン
に
よ
る
知
の
独
占
と
ヴ
ェ
ー

ダ
祭
式
を
否
定
し
、
新
し
い
修
行
法
と
理
論
を
探
求
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
仏
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
そ
の
他
の
新
興
宗
教
（「
六
師

外
道
」
と
し
て
仏
典
に
残
る
）
が
起
こ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
（
釈
尊
）
の
生
存
は
紀
元
前
四
六
〇
年
代
か
ら
三
八
〇

年
代
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
有
力
な
都
市
国
家
マ
ガ
ダ
国
の
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
の
帰
依
に
よ
り
、
教
団
勢
力
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ

ま
す
。
仏
陀
の
晩
年
に
、
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
か
ら
息
子
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
が
王
位
を
簒
奪
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
後
に
述

べ
る
観
無
量
寿
経
の
背
景
と
な
り
ま
す
（
８
│
２
参
照
）。

他
方
、
バ
ラ
モ
ン
教
自
身
も
、
太
陽
神
、
創
造
神
、
破
壊
神
、
英
雄
神
な
ど
、
あ
る
特
定
の
一
神
へ
の
帰
依
を
重
視
す
る
傾
向
を

強
め
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
へ
の
変
質
過
程
を
た
ど
り
ま
す
。
阿
弥
陀
（am

itābha-

「
無
量
光
」、am

itāyū­

「
無
量
寿
」、「
附
記
」
参

（
�
）

照
）
へ
の
信
仰
も
、
こ
の
よ
う
な
思
想
潮
流
に
お
い
て
、
特
に
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
か
ら
顕
著
に
な
る
「
生
死
を
司
る
太
陽
神
」
へ

の
信
仰
を
受
け
継
い
で
発
生
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

２
│
３

祭
式

ヴ
ェ
ー
ダ
の
言
葉
は
真
実
で
あ
り
、
実
現
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
実
現
力
の
籠
も
っ
た
詩
句
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
ば
の
持
つ
実
現
力
」
を
意
味
す
る
の
が
ブ
ラ
フ
マ
ンbráhm

aṇ-
と
言
う
中
性
名
詞
で
す
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
や
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ
ド
で
は
「
宇
宙
を
動
か
し
支
配
す
る
原
理
」
と
い
う
意
味
に
発
展
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
男
性
名
詞
ブ
ラ
フ
マ
ンbrahm

áṇ-
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の
原
義
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
携
わ
る
者
（
詩
人
・
祭
官
・
学
者
）」
ま
た
は
「
特
定
の
職
種
の
祭
官
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
祭
官
）」
で
す

が
、
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
末
期
以
降
、
男
性
神
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
主
格
ブ
ラ
フ
マ
ーbrahm

ā́

）「
梵
天
」
と
な
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

や
仏
教
に
受
け
継
が
れ
ま
す
。

祭
式
と
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
基
づ
き
、
実
現
力
を
持
つ
言
葉
の
力
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
に
よ
り
、
神
々
、
自
然
界
、
人
間
界
を
操
作
し

よ
う
と
す
る
営
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
祭
主
の
た
め
に
、
祭
官
が
、
神
々
を
招
き
、
讃
歌
・
詠
唱
を
用
い
て
讃
え
、
祭
火
に
神
々

へ
の
供
物
を
献
じ
ま
す
。

祭
式
の
目
的
は
、
一
方
で
は
、
宇
宙
秩
序
の
維
持
と
共
同
体
の
繁
栄
に
関
わ
る
事
柄
（
例
え
ば
、
太
陽
・
月
・
季
節
・
年
な
ど
天

文
気
象
の
規
則
正
し
い
循
環
、
牧
畜
・
農
耕
・
戦
争
・
略
奪
の
成
功
な
ど
）
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
祭
主
（
夫
妻
）
の
個
人
生
活
に

関
わ
る
事
柄
（
例
え
ば
、
家
畜
と
子
孫
の
繁
殖
、
豊
富
な
食
物
、
長
寿
、
名
声
、
来
世
の
獲
得
な
ど
）
で
す
。
祭
式
は
一
般
家
長
が

行
う
家
庭
祭
と
、
特
定
の
資
格
を
持
つ
家
長
（
本
来
は
、
部
族
を
代
表
す
る
大
家
長
）
が
特
別
な
祭
火
を
設
置
し
て
行
う
シ
ュ
ラ
ウ

タ
祭
式
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
式
は
、
乳
製
品
や
穀
物
類
を
供
物
と
す
る
穀
物
祭
、
動
物
犠
牲
祭
、
ソ
ー
マ
祭
、
バ

ラ
モ
ン
の
み
で
行
う
サ
ッ
ト
ラ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
今
回
お
話
し
す
る
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
は
穀
物
祭
の
一
つ
で
、
最
も
単
純
な
シ
ュ

ラ
ウ
タ
祭
式
で
す
。

（
�
）

３

ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラagnihotrá-

「
祭
火
へ
の
献
供
」

３
│
１

火
と
太
陽
を
光
と
し
て
崇
拝
す
る
儀
礼

ア
グ
ニagní-

は
「
火
」「
火
の
神
」
あ
る
い
は
「
祭
火
」
を
意
味
し
ま
す
。
神
々
へ
の
供
物
は
す
べ
て
祭
火
に
注
が
れ
る
の
で
、
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ア
グ
ニ
は
「
神
々
の
口
」
と
も
見
な
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ト
ラhotrá-

は
「
供
物
を
祭
火
に
注
ぐ
こ
と
、
献
供
」
で
す
。
ア
グ
ニ
ホ

ー
ト
ラ
は
「
祭
火
に
供
物
を
献
ず
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
毎
日
二
回
、
夕
と
朝
と
に
祭
火
に
牛
乳
を
献
供
す
る
（
祭
火
の
中
に
牛
乳

を
注
ぎ
込
む
）
祭
式
で
す
。
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
式
の
中
で
最
も
単
純
で
す
が
、
祭
火
を
設
置
し
た
者
に
と
っ
て
終
生
の
義
務
で
あ
り
、

病
気
や
旅
行
の
時
も
休
ま
ず
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
遊
牧
生
活
で
は
一
日
二
回
朝
夕
に
牛
乳
を
主
と
し
た
食
事
を
と
り
ま
す

が
、
人
が
食
べ
る
前
に
、
神
で
あ
る
祭
火
に
食
事
を
供
え
る
と
い
う
古
来
の
儀
礼
が
根
底
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
日
没
と
日
の
出
に
、
搾
り
た
て
の
牛
乳
を
熱
し
、
最
初
は
「
祭
詞
」
を
唱
え
つ
つ
、
す
な
わ
ち
言
葉
に
よ
り
、
次

に
沈
黙
し
て
、
す
な
わ
ち
、
思
考
に
よ
り
、
祭
火
に
献
供
し
ま
す
。
一
般
的
な
祭
詞
は
日
没
と
日
の
出
と
で
異
な
り
ま
す
。

日
没
に
は
「
火
が
光
で
あ
る
、
光
は
火
で
あ
る
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
」

日
の
出
に
は
「
太
陽
が
光
で
あ
る
、
光
は
太
陽
で
あ
る
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
」

（
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ーsvāhā́

は
マ
ン
ト
ラ
の
最
後
に
つ
け
る
決
ま
り
文
句
で
、
語
源
的
に
は
「﹇
私
は
﹈
良
く
言
う
」
な
ど
と
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

日
没
に
火
を
崇
拝
し
食
事
を
献
供
す
る
儀
礼
と
、
日
の
出
に
太
陽
を
崇
拝
し
食
事
を
献
供
す
る
儀
礼
と
は
、
本
来
は
独
立
し
た
別

個
の
儀
礼
で
す
が
、
太
陽
と
祭
火
と
を
「
光
」
と
し
て
同
一
視
す
る
古
来
の
観
念
に
基
づ
き
、
二
つ
の
儀
礼
が
融
合
し
、「
光
」
を

崇
拝
す
る
祭
式
に
統
合
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
没
に
は
太
陽
が
祭
火
の
中
に
入
り
、
胎
児
と
し
て
そ
こ
で
夜
を
過

（
�
）

ご
し
、
朝
に
祭
火
か
ら
生
ま
れ
て
昇
る
と
い
う
思
想
が
発
達
し
ま
す
。
祭
式
文
献
で
は
、
夕
（
日
没
）
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
が
主
と

し
て
、
朝
（
日
出
）
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
が
従
と
し
て
規
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
暦
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
暦
の
よ
う

（
�
）

に
、
一
日
の
始
ま
り
が
日
没
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
が
窺
え
ま
す
。
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３
│
２

言
葉
（
祭
詞
）
と
思
考

こ
こ
で
、
言
葉
と
思
考
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
「
念
仏
」
と
い
う
思
考
活
動
と
「
称
名
」
と
い
う
言
語

活
動
と
の
関
係
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
す
。
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
の
特
徴
は
、
毎
回
、
言
葉
（
祭
詞
）
に
よ
る
献
供
と
思
考
に
よ
る
献

供
の
対
を
行
う
こ
と
で
す
。
言
葉
と
思
考
の
対
に
よ
り
、
初
め
て
祭
式
が
成
り
立
ち
ま
す
。
思
考
と
言
葉
の
関
係
は
古
く
か
ら
考
察

さ
れ
、
そ
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
ま
す
。
思
考
と
言
葉
と
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
不
可
欠
で
す
が
、
思
考
が
言
葉
に
優
先
す

る
と
さ
れ
ま
す
。

（
�
）

シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

4,5,8−12

﹇
新
月
満
月
祭
﹈

思
考
と
言
葉
と
は
「
自
分
が
（
相
手
よ
り
）
優
越
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
言
い
争
っ
た
。
…

彼
ら
両
者
は
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ

ィ
（
生
物
達
の
主
）
の
も
と
に
質
問
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
は
ま
さ
し
く
思
考
に
同
意
し
て
言
っ
た
、「
思

考
こ
そ
が
君
（
言
葉
）
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
君
（
言
葉
）
は
思
考
に
よ
り
為
さ
れ
た
事
に
従
っ
て
為
し
、
従
っ
て
振
る
舞
う

者
な
の
だ
」
と
。

ジ
ャ
ー
イ
ミ
ニ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

19−20

﹇
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
﹈（
後
述
４
│
１
（
１
）
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ

X
I
3,1,1

参
照
）

言
葉
が
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
用
の
乳
牛
な
の
だ
。
そ
の
仔
牛
は
思
考
に
他
な
ら
な
い
。
思
考
を
あ
て
が
わ
れ
た
言
葉
を
﹇
人
々

は
﹈
自
分
の
た
め
に
搾
乳
す
る
の
だ
。
仔
牛
を
あ
て
が
わ
れ
た
母
（
牛
）
を
﹇
人
々
は
﹈
自
分
の
た
め
に
搾
乳
す
る
の
だ
。
そ

の
場
合
、
こ
の
思
考
が
先
な
の
だ
。
そ
れ
（
思
考
）
を
追
っ
て
、
後
か
ら
言
葉
は
行
く
。
そ
れ
故
に
、
先
に
行
く
仔
牛
を
追
っ
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て
、
後
か
ら
母
（
牛
）
が
行
く
。
…

他
な
ら
ぬ
気
息
に
よ
り
言
葉
と
思
考
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
縄
に
よ
り
仔
牛
と

母
（
牛
）
と
を
結
び
つ
け
る
の
だ
。

３
│
３

祭
式
と
死
後
の
世
界
（
不
死
と
天
界
）

ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
の
本
来
の
目
的
は
、
火
を
保
持
し
、
ま
た
、
太
陽
の
運
行
を
維
持
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
子
孫
や
家
畜
が
繁
殖
す

る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
、
死
後
、
祭
主
が
天
界
に
昇
り
、
そ
こ
で
不
死
と
な
る
事
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

祭
式
が
執
行
さ
れ
る
度
に
、
祭
主
が
祈
願
し
、
神
々
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
と
は
別
に
、iṣṭā­pūrtá­

「
祭
式
と
布
施
の
効
力

（

）

（
功
徳
）」
の
理
論
が

リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
や
ア
タ
ル
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
に
現
れ
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
お
い
て
発
展
し
ま
す
。
祭
主
に
よ
り

「
祭
ら
れ
た
祭
式
（
の
効
力
）」iṣṭá­
と
「（
祭
官
に
）
贈
ら
れ
た
布
施
（
の
効
力
）」pūrtá­

が
天
に
運
ば
れ
、
祭
主
の
も
の
と
し

て
蓄
積
保
管
さ
れ
、
死
後
、
天
に
昇
っ
た
祭
主
に
返
却
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
祭
式
と
布
施
の
効
力
（
功
徳
）」
は
、
祭
主
が
天
（
祖

霊
界
な
い
し
天
界
）
に
お
い
て
生
活
す
る
た
め
の
原
資
、
具
体
的
に
は
身
体
と
食
料
と
な
り
ま
す
が
、
無
限
で
は
な
く
、
い
つ
か
は

尽
き
果
て
ま
す
。
そ
の
時
、
祭
主
は
天
に
お
い
て
再
び
死
亡
し
（
再
死
）、
地
上
あ
る
い
は
他
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ

れ
が
輪
廻
思
想
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
「
祭
式
と
布
施
の
効
力
（
功
徳
）」iṣṭā­pūrtá­

の
概
念
が
、
祭
式
だ
け
で
な
く
日

常
的
行
為
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
「
業
」kárm

aṇ­

の
理
論
に
発
展
し
ま
す
。

祭
主
に
と
っ
て
は
、
天
界
に
お
い
て
再
死
を
免
れ
、
永
遠
の
幸
福
を
享
受
す
る
こ
と
が
理
想
と
な
り
、
い
か
に
し
て
天
界
に
お
け

る
「
不
死
」
を
獲
得
す
る
か
、
そ
の
手
段
が
探
求
さ
れ
ま
す
。「
不
死
」
と
い
う
観
念
は
、
こ
の
地
上
で
の
不
死
で
は
な
く
、
天
界

で
の
不
死
、
天
界
に
お
い
て
永
遠
に
生
き
る
こ
と
で
す
。
現
代
の
私
た
ち
が
言
う
「
不
死
」
と
は
違
う
意
味
で
あ
る
こ
と
に
ご
注
意
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く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
「
天
界
に
お
け
る
不
死
」
は
「
輪
廻
か
ら
の
解
放
」
で
あ
り
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
枠
を
越
え
て
、
仏
教
や
ジ

ャ
イ
ナ
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
に
も
受
け
継
が
れ
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
は
別
名
「
無
量
寿
」am

itāyu­

、
す
な
わ
ち
「
計
り
知
れ
な

い
、
無
限
の
寿
命
を
持
つ
も
の
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
仏
国
土
で
あ
る
「
安
楽
あ
る
世
界
（
極
楽
）」Sukhāvatī

lokadhātu-

に

生
ま
れ
る
者
た
ち
の
寿
命
も
無
限
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
、「
天
界
に
お
け
る
不
死
」
と
い
う
観
念
の
延
長
上
に
あ
る
と
考
え
ら

�

れ
ま
す
。
な
お
、am

ŕta­

の
語
は
「
不
死
を
も
た
ら
す
飲
食
物
」（
ギ
リ
シ
ア
語am

brosia

に
対
応
、
漢
訳
「
甘
露
」）
の
意
味
で

も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま
す
（
後
述
５
│
４
（
４
）
参
照
）。

他
方
、
天
界svargá­loka-

と
は
「
太
陽
光svár-

（súvar-

）
の
歩
む
（
あ
る
）
世
界
」
と
言
う
意
味
で
、「
太
陽
の
向
こ
う
側

に
あ
る
、
夜
昼
の
区
別
無
く
、
常
に
太
陽
光
が
輝
い
て
い
る
世
界
」
を
指
し
ま
す
。（
梵
文
無
量
寿
経
「
歎
仏
偈
」「
重
誓
偈
」「
東

（

）

方
偈
」
な
ど
に
描
写
さ
れ
る
絶
対
的
な
光
明
の
世
界
が
想
起
さ
れ
ま
す
。）
こ
の
光
り
輝
く
天
界
に
、
あ
る
い
は
、
太
陽
そ
の
も
の

の
中
に
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
不
死
の
安
楽
を
享
受
す
る
こ
と
が
、
ヴ
ェ
ー
ダ
後
期
に
は
、
祭
主
の
求
め
る
、
祭
式
の
目
的
と
な
り
ま

し
た
。

祭
火
設
置
者
は
、
死
亡
す
る
と
自
身
の
祭
火
に
よ
り
火
葬
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
理
論
と
火
葬
理
論
が
融
合
し
、

死
後
、
火
葬
の
道
（＝

供
物
の
道
）
を
通
っ
て
天
に
昇
り
、
太
陽
光
の
世
界
（
太
陽
の
中
）
に
発
生
す
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
五
火
二
道
説
の
よ
う
な
「
死
後
の
道
、
死
後
の
世
界
」
に
関
す
る
思
想
が
発
展
し
ま
す
（
後
述
５
│
４
（
４
）

参
照
）。
ま
た
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
と
い
う
、
鷹
の
形
を
し
た
火
壇
を
築
い
て
行
う
大
規
模
祭
式
も
火
葬
と
深
く
関
連
し
、
こ
こ
か
ら

も
、「
死
後
、
太
陽
の
中
に
発
生
す
る
」
理
論
が
発
展
し
ま
す
。

無
量
寿
経
に
描
写
さ
れ
るSukhāvatī

lokadhātu

「
安
楽
あ
る
世
界
」
い
わ
ゆ
る
「
極
楽
」
は
、
こ
の
よ
う
な
死
後
の
世
界
観
の

延
長
上
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
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３
│
４

ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
の
供
物

（

）

ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
は
祭
式
名
で
あ
る
と
同
時
に
「
そ
の
供
物
」
を
も
意
味
し
ま
す
。
供
物
は
牛
乳
が
基
本
で
す
が
、
バ
タ
ー
等
の

乳
製
品
や
穀
物
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
毎
日
２
回
の
献
供
で
す
か
ら
、
牛
乳
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
事
態
が
現
実
に
起
こ
る
わ
け

で
、
代
わ
り
の
供
物
の
種
類
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
古
層
か
ら
議
論
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
来
は
、
居
住
集
団
の
指
導
的
バ
ラ
モ
ン
が
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
火
を
設
置
し
、
自
ら
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
を
献
供
し
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
段
階
で
は
、
祭
火
設
置
と
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
は
、
学
識
あ
る
バ
ラ
モ
ン
に
普
及
し
、
さ
ら
に
王
族
階
級
や
生

産
階
級
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
古
層
に
は
、
王
族
階
級
は
戦
闘
・
遠
征
・
略
奪
を
本
務
と
し
、
日
常
的
に
不
浄
な
行

為
を
す
る
の
で
、
毎
日
２
回
、
神
聖
な
祭
式
を
行
う
資
格
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
の
献
供
を
禁
止
ま
た
は
制
限

（

）

す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
王
権
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
王
族
に
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
が
普
及
し
、
そ
の
上
、
王
族
が
バ
ラ
モ

ン
と
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
に
関
し
て
議
論
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
五
火
説
や
二
道
説
も
そ
の
一
例
で
す
が
、
バ
ラ
モ
ン
が
王
族
に
論

争
で
負
け
、
王
族
が
バ
ラ
モ
ン
に
教
え
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
至
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
王
族
に
よ
る
議
論
は
、
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ

を
内
面
化
し
、
日
常
行
為
と
等
値
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
の
脱
祭
式
化
、
脱
バ
ラ
モ
ン
化
を
推
し
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
議
論
の

主
人
公
と
し
て
特
に
有
名
な
の
は
、
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
の
大
王
ジ
ャ
ナ
カ
で
、
バ
ラ
モ
ン
学
者
た
ち
と
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
に
つ
い
て
議
論

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
か
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
を
今
回
お
話
し
し
ま
す
。

（

）

４

ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
の
供
物
に
関
す
る
王
族
と
バ
ラ
モ
ン
の
対
話

放
牧
の
た
め
の
移
住
生
活
や
、
戦
争
・
略
奪
の
た
め
の
長
期
遠
征
で
は
、
祭
火
と
祭
官
を
伴
い
、
移
動
中
も
毎
日
二
回
、
ア
グ
ニ
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ホ
ー
ト
ラ
を
献
供
し
ま
す
が
、
供
物
が
見
つ
か
ら
ず
困
る
場
合
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
王
族
達
の
切
実
な
問

題
を
恐
ら
く
背
景
に
し
て
、
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
王
ジ
ャ
ナ
カ
が
祭
官
学
者
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
に
質
問
し
ま
す
。
こ
の
対
話
に
は

（

）

後
期
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
に
４
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
﹇
マ

ー
デ
ィ
ヤ
ン
デ
ィ
ナ
派
﹈
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
ま
す
。

４
│
１

シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
﹇
マ
ー
デ
ィ
ヤ
ン
デ
ィ
ナ
派
﹈X

I
3,1,1−8

（
１
）
言
葉
な
の
だ
、
つ
ま
り
、
こ
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
用
乳
牛
は
。
仔
牛
は
思
考
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
こ
の
思
考

と
言
葉
と
は
ま
さ
し
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
別
様
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
同
一
の
縄
に
よ
り
仔
牛
と
母
﹇
牛
﹈
と
を

結
び
つ
け
る
。
…
﹇
前
述
３
│
２

言
葉
と
思
考

ジ
ャ
ー
イ
ミ
ニ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

19−20

参
照
﹈

（
２
）
そ
こ
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
の
首
長
ジ
ャ
ナ
カ
が
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
に
質
問
し
た
、「﹇
君
は
﹈

知
っ
て
い
る
か
、
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
を
、
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
よ
」
と
。「
知
っ
て
い
る
、
大
王
よ
」
と
。「
何
か
﹈
と
。

「
他
な
ら
ぬ
牛
乳
で
あ
る
」
と
。（
３
）「
牛
乳
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
何
に
よ
り
（
供
物
を
表
す
具
格instrum

ental

﹇
注

参

照
﹈）﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。「
米
と
麦
と
に
よ
り
﹇
私
は
献
供
す
る
だ
ろ
う
﹈」
と
。「
米
と
麦
と
が
存
在
し
な
い
場

合
に
は
、
何
に
よ
り
﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。「
他
の
草
達
（
の
実
、
す
な
わ
ち
雑
穀
）
で
あ
る
も
の
﹇
そ
れ
ら
に
よ

り
﹈」
と
。「
他
の
草
達
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
何
に
よ
り
﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。「
荒
野
に
自
生
す
る
草
達

（
の
実：

野
生
の
穀
物
）
で
あ
る
も
の
﹇
そ
れ
ら
に
よ
り
﹈」
と
。「
荒
野
に
自
生
す
る
草
達
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
何
に
よ
り
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﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。「
樹
木
に
属
す
る
も
の
（
果
実
、
葉
、
樹
皮
、
根
、
等
）
に
よ
り
」
と
。「
樹
木
に
属
す
る
も

の
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
何
に
よ
り
﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。「
水
達
に
よ
り
」
と
。「
水
達
が
存
在
し
な
い
場
合

に
は
、
何
に
よ
り
﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
。（
４
）
そ
こ
で
彼
（
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
）
は
言
っ
た
、「
こ
こ
に

は
（
地
上
に
は
）
そ
の
時
（
原
初
の
時
）、
一
切
何
も
無
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
こ
う
だ
。
ま
さ
し
く
献
供
さ
れ
た
（
注
ぎ
込
ま
れ

たáhūyataivá
）、
真
実
（satyá­

）
が
信
（śraddhā́­

）
に
（
の
中
に
﹇
処
格locative

﹈）」
と
。「
君
は
知
っ
て
い
る
、
ア
グ
ニ
ホ

ー
ト
ラ
を
、
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
よ
。
雌
牛
百
頭
を
﹇
私
は
﹈
与
え
る
」
と
﹇
ジ
ャ
ナ
カ
は
﹈
言
っ
た
。

（
５
〜
８
）
祭
主
が
旅
行
中
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
に
関
す
る
謎
か
け
歌
二
組
で
す
が
、
省
略
し
ま
す
。

王
の
質
問
は
「
牛
乳
（
ま
た
は
代
替
物
）
が
存
在
し
な
い
場
合
、
何
に
よ
り
﹇
君
は
﹈
献
供
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
対
し
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
は
、
最
初
に
「
供
物
の
代
替
」
で
答
え
ま
す
。
順
次
、
牛
乳
か
ら
、
米
と
麦
、
他
の

草
（
の
実
、
す
な
わ
ち
雑
穀
）
達
、
荒
野
に
自
生
す
る
草
（
の
実
、
野
生
の
穀
物
）
達
、
樹
木
に
属
す
る
も
の
、
水
へ
と
交
替
し
ま

す
。王

が
最
後
に
全
く
何
も
無
い
場
合
を
問
う
と
、
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
は
「
地
上
に
何
も
存
在
し
な
か
っ
た
時
、
真
実

（satyá-

）
が
信
（śraddhā́-

）
に
ま
さ
し
く
献
供
さ
れ
た
（áhūyataivá

）」
と
答
え
ま
す
。
こ
の
文
章
で
は
、
過
去
を
表
す
動
詞

（

）

áhūyata

が
通
常
の
完
了
形
で
は
な
く
不
定
過
去
形
で
あ
り
、
神
話
的
な
過
去
の
記
述
で
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

「
何
も
無
い
と
き
、
い
か
な
る
供
物
に
よ
り
献
供
す
る
か
」
と
い
う
ジ
ャ
ナ
カ
王
の
質
問
に
対
し
て
、
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ

は
、
神
話
と
し
て
の
「
原
初
に
お
け
る
献
供
」
を
答
え
た
の
で
す
。
対
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
、「
真
実
」
と
「
信
」
と
が
具
体
的
に

何
を
意
味
す
る
の
か
、
現
実
に
供
物
が
な
い
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
謎
の
ま
ま
で
す
。
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４
│
２

原
初
に
お
け
る
献
供
の
神
話

ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
は
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
サ
ネ
ー
イ
ン
派
（「
白
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
学
派
）
の
開

祖
と
し
て
高
名
な
祭
式
学
者
で
す
。
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
暁
し
た
彼
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
原
初
に
お
け
る
献
供
の
神
話
を
組
み
合
わ

せ
、
謎
め
い
た
答
え
を
作
り
上
げ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
神
話

基
に
な
る
神
話
の
一
つ
は
、
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
「
生
物
達
の
主
」
い
わ
ゆ
る
「
造
物
主
」
が
火
を
創
造
し
た
と
き
、
供
物
が
見

つ
か
ら
な
い
の
で
、「
自
分
の
視
力
で
あ
る
太
陽
」
す
な
わ
ち
「
真
実
」
を
火
に
献
供
し
た
と
い
う
話
で
す
。
こ
れ
が
世
界
で
最
初

の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
で
す
。
太
陽
を
火
に
献
じ
る
の
で
す
か
ら
、
日
没
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
で
す
。

マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー

サ
ン
ヒ
タ
ーI

8,1
:114,11−115,5

（≈

カ
ー
タ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ーV

I
1
:49,16

）

プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
「
生
物
達
の
主
」
が
生
物
達
を
自
分
自
身
か
ら
創
り
出
し
た
（
放
出
し
た
）。
そ
の
彼
は
他
な
ら
ぬ
火
を

最
初
に
﹇
自
分
の
﹈
頭
頂
か
ら
作
り
出
し
た
（
放
出
し
た
）。
…
そ
れ
（
火
）
は
こ
の
者
（
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
）
か
ら
放
出

さ
れ
て
彼
方
に
去
っ
た
、
自
分
の
分
け
前
（
食
物
）
を
求
め
つ
つ
。
そ
こ
で
彼
は
﹇
火
に
供
物
を
﹈
献
供
し
よ
う
と
し
て
、
ま

さ
し
く
そ
れ
（
供
物
）
を
見
出
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
の
視
覚
（cákṣuṣ-

）
を
取
っ
て
献
供
し
た
、「
火
が
光
で
あ
る
、
光

は
火
で
あ
る
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
」
と
﹇
唱
え
な
が
ら
﹈。
そ
の
場
合
、
あ
の
（
天
に
い
る
）
太
陽
（ādityá-

）
で
あ
る
も
の
、

あ
れ
を
視
覚
で
あ
る
と
﹇
人
々
は
﹈
思
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
れ
（
太
陽
）
を
こ
れ
（
火
）
に
（asm

ín

処

格locative

）
献
供
し
て
い
る
と
﹇
人
々
は
﹈
思
っ
て
い
る
の
だ
。
視
覚
は
真
実
な
の
だ
（
真
実
を
支
配
す
る
﹇idam

­bhū

構
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（

）
文
﹈）。
真
実
に
よ
り
（
供
物
を
表
す
具
格instrum

ental

﹇
注

参
照
﹈）
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
を
献
供
す
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の

よ
う
に
知
っ
て
い
て
献
供
す
る
な
ら
ば
。
真
実
を
支
配
す
る
者
と
な
る
（bhaviṣṇúḥ

satyáṃ
bhavati

﹇idam
­bhū

構
文
﹈
注

参
照
）、
こ
の
よ
う
に
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
。

太
古
の
世
界
で
は
、
太
陽
の
光
だ
け
が
物
事
を
は
っ
き
り
と
見
る
手
段
で
し
た
。
太
陽
の
も
と
で
見
て
、
初
め
て
、
本
当
の
姿
が

明
ら
か
に
な
り
、
真
実
か
虚
偽
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
故
、「
太
陽
が
真
実
で
あ
る
（
真
実
を
支
配
・
管
轄
す

る
）」「
造
物
主
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
は
太
陽
と
い
う
視
覚
に
よ
り
万
物
を
見
て
い
る
」
と
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
識
に
基
づ

き
、
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
が
自
身
の
視
覚
で
あ
り
、
真
実
で
あ
る
太
陽
を
火
に
献
供
し
た
（
火
の
中
に
注
ぎ
込
ん
だ
）
と
述
べ
て
い

ま
す
。

（
２
）
マ
ヌ
の
神
話

も
う
一
つ
の
源
泉
は
マ
ヌ
の
神
話
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
類
を
滅
亡
さ
せ
た
大
洪
水
の
伝
説
は
世
界
中
に
見
ら
れ
ま
す
。
旧
約
聖
書

の
ノ
ア
が
有
名
で
す
が
、
イ
ン
ド
で
は
、
マ
ヌ
が
、
大
洪
水
の
後
、
一
人
生
き
延
び
ま
す
。
火
が
ま
だ
人
間
界
に
存
在
し
な
い
の

で
、
水
達
に
乳
製
品
を
献
供
し
ま
す
（
注
ぎ
込
む
）。
一
年
間
、
水
た
ち
に
献
供
を
続
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
「
滋
養
」
の
女
神
イ
ダ

（

）

ー
が
生
じ
ま
す
。
イ
ダ
ー
の
息
子
プ
ル
ー
ラ
ヴ
ァ
ス
が
天
上
界
の
火
を
人
間
に
も
た
ら
し
、
祭
火
に
よ
る
祭
式
を
可
能
に
し
ま
す
。

シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

8,1,6
f.

６

…

大
水
が
そ
れ
ら
す
べ
て
の
生
物
達
を
運
び
去
っ
た
。
さ
て
こ
こ
（
山
）
に
マ
ヌ
だ
け
が
一
人
残
っ
た
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�

１７ 「真実」を「信」に献供する

『真宗文化』第26号平成28年度2017年3月発行（真宗文化研究所）



７

彼
は
﹇
讃
歌
を
﹈
唱
え
つ
つ
精
励
し
続
け
た
、
子
孫
を
欲
し
て
。
そ
の
場
に
お
い
て
、
家
庭
祭
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、

自
ら
の
た
め
に
祭
っ
た
。
彼
は
溶
か
し
バ
タ
ー
、
酸
乳
、
乳
漿
、
生
乳
と
酸
乳
の
混
合
等
を
水
達
に
（apsú

複
数
処
格loca-

tive

）
献
供
し
続
け
た
。
そ
こ
か
ら
一
年
後
に
若
い
娘
が
生
じ
た
。
彼
女
は
丁
度
、
足
を
踏
み
な
ら
し
な
が
ら
現
れ
出
た
。
彼

女
の
足
跡
に
は
、
そ
の
度
毎
に
溶
か
し
バ
タ
ー
が
集
ま
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
「
水
た
ち
」
と
い
う
の
は
女
性
名
詞áp-

の
複
数
形
で
「
生
き
て
い
る
水
た
ち
」、「
精
神
を
備
え
て
活
動
す
る
生
命
体
の

集
合
」
と
し
て
の
水
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
「
生
き
て
い
る
水
達
」
は
「
天
に
属
す
る
」
神
的
女
性
集
団
と
さ
れ
、
後
述
（
５
│

３
、
５
│
４
）
の
よ
う
に
、「
信
じ
る
こ
と
、
信
頼
」
の
象
徴
と
し
て
、
古
く
か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

（
３
）
二
神
話
の
融
合

こ
の
二
つ
の
神
話
、
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
が
自
分
の
視
力
で
あ
る
太
陽
、
す
な
わ
ち
真
実
を
火
に
献
供
し
た
神
話
と
、
マ
ヌ
が

「
信
」
を
象
徴
す
る
水
達
に
乳
製
品
を
献
供
し
た
神
話
と
が
融
合
す
る
と
、「『
真
実
』satyá-

で
あ
る
太
陽
が
『
信
』śraddhā́-

で

あ
る
水
達
に
献
供
さ
れ
た
（
注
ぎ
込
ま
れ
た
）」
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
太
陽
が
水
達
（
海
あ
る
い
は
大
河
）
に
沈
ん
だ
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
「
夕
、

太
陽
が
世
界
を
取
り
巻
く
大
海
（
大
河
）
に
沈
む
と
、
宵
の
明
星
（N

āsatya

）
が
救
出
し
、
船
で
夜
の
間
に
西
か
ら
東
に
運
ぶ
」

（

）

と
い
う
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
共
通
時
代
に
遡
る
神
話
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

他
方
、
具
体
的
な
事
物
を
消
し
去
り
、
抽
象
化
す
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？

火
も
太
陽
も
水
も
乳
製
品
も
、
物
質
が
何
も

存
在
し
な
い
太
古
に
お
い
て
、「
真
実
が
信
に
献
供
さ
れ
た
」、
と
い
う
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
の
返
答
が
導
か
れ
ま
す
。
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現
実
の
解
決
方
法

ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
は
神
話
的
事
実
し
か
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
現
在
、
供
物
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
場
合
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
答
え
は
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
先
行
部
分
に
あ
る
、
祭
詞
が
「
真
実satyá-

」
で

あ
る
と
い
う
思
想
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
様
の
考
え
方
は
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナII

3,1,30

﹇
夕
べ
は
﹈『
火
が
光
で
あ
る
、
光
は
火
で
あ
る
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
』
と
﹇
唱
え
る
﹈。
次
に
、
朝
は
『
太
陽
が
光
で
あ
る
、
光

は
太
陽
で
あ
る
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
』
と
﹇
唱
え
る
﹈。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
な
ら
ぬ
真
実
﹇
で
あ
る
祭
詞
﹈
に
よ
り
献
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナII

8
（Ed.Sarm

a
II
6

）

﹇
夕
べ
に
は
﹈「
火
が
光
で
あ
る
、
光
は
火
で
あ
る
」
と
﹇
祭
主
は
唱
え
る
﹈。
光
で
あ
る
そ
れ
（
火
）
を
光
で
あ
る
と
言
う
。

彼
（
祭
主
）
は
真
実
を
言
っ
て
い
る
。
彼
の
、
言
葉
か
ら
成
り
立
つ
こ
の
「
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）」
は
真
実
か
ら
成
り
立
つ

も
の
と
な
る
。
…
﹇
朝
に
は
﹈「
太
陽
が
光
で
あ
る
、
光
は
太
陽
で
あ
る
」
と
﹇
唱
え
る
﹈。
光
で
あ
る
そ
れ
（
太
陽
）
を
光

で
あ
る
と
言
う
。
彼
の
、
言
葉
か
ら
成
り
立
つ
こ
の
「
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）」
は
真
実
か
ら
成
り
立
つ
も
の
と
な
る
。

「
何
も
無
い
時
、
ど
の
よ
う
に
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
を
献
供
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
現
実
的
な
対
応
策
は
、「
自
分
の
『
信
じ

る
思
い
』
に
『
真
実
で
あ
る
祭
詞
』
を
唱
え
か
け
る
（
声
に
出
し
て
唱
え
る
、
ま
た
は
、
心
の
中
で
念
じ
る
）」
と
い
う
事
に
な
り
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ま
す
。
供
物
も
祭
火
も
無
く
て
も
、
た
だ
「
信
じ
て
祭
詞
を
唱
え
る
、
あ
る
い
は
念
じ
る
」
だ
け
で
祭
式
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
祭
火
も
供
物
も
祭
官
も
必
要
な
い
、
本
人
の
信
じ
る
思
い
と
真
実
の
言
葉
だ
け
で
よ
い
、
そ
れ
で
祭
式
と
同
じ
功
徳
が
あ
り
、

死
後
、
天
界
に
行
け
る
、
と
い
う
思
想
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
を
越
え
る
革
新
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（

）

５
「
真
実
」satyá

-

と
「
信
」śraddhā́­

５
│
１
「
真
実
」satyá­

satyá-

は
動
詞as

「
存
在
す
る
」
の
現
在
分
詞
か
ら
作
ら
れ
た
形
容
詞
で
、「
真
に
実
在
す
る
」「
必
ず
実
現
す
る
」「
永
遠
に
不

変
・
不
滅
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
中
性
単
数
形
は
抽
象
名
詞
「
真
実
、
真
理
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
一
時
的
な
現

象
で
は
な
く
、
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
、
常
に
有
効
な
事
柄
で
す
。

従
っ
て
「
真
実
を
語
る
」
と
い
う
事
は
、
そ
の
発
言
が
「
事
実
に
合
致
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、「
不
変
の
事
実
で
あ
る
、
必
ず

実
現
す
る
、
永
久
に
効
力
を
持
つ
」
事
を
も
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
「
私
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
、
あ
な
た
を
幸
福
に
す
る
」
と
言
っ
た
場
合
、
愛
し
て
い
る
の
が
こ
の
瞬
間
だ
け
で
、
明

日
は
わ
か
ら
な
い
、
ま
し
て
五
〇
年
後
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
れ
は
「
真
実
」
で
は
な
い
。
逆
に
、
も
し
「
真

実
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
言
わ
れ
た
相
手
は
必
ず
幸
福
に
成
り
、
し
か
も
永
遠
に
幸
福
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
現
実
に
は
極
め
て

稀
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
。

satyá-

「
真
実
」
に
こ
れ
だ
け
の
重
い
意
味
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
真
実
語
（
に
よ
る
実
現
）」
パ
ー
リ
語sacca­kiriyā­

（
サ
ン

�

ス
ク
リ
ッ
ト
語

*satyakryā­

）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
行
為
が
成
り
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
「
真
実
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祈
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願
を
成
就
さ
せ
る
」
と
い
う
一
種
の
呪
法
で
、
叙
事
詩
や
文
学
、
民
間
説
話
に
よ
く
見
ら
れ
、
仏
典
、
特
に
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
供
が
生
ま
れ
な
い
王
妃
が
、『
私
は
今
ま
で
心
に
お
い
て
も
言
葉
で
も
身
体
で
も
、
常
に
貞
節
で

あ
っ
た
、
も
し
私
の
こ
の
言
葉
が
真
実
で
あ
れ
ば
子
供
を
授
か
る
よ
う
に
』
と
宣
言
す
る
と
、
真
実
で
あ
る
言
葉
の
力
に
よ
り
子
供

を
授
か
る
、
あ
る
い
は
、
毒
矢
に
射
ら
れ
て
死
亡
し
た
か
に
見
え
る
息
子
に
、
父
母
が
「
こ
の
子
は
法
を
実
践
し
て
い
た
、
純
潔
で

あ
っ
た
、
正
直
で
あ
っ
た
、
両
親
を
養
っ
て
い
た
、
こ
れ
ら
の
真
実
の
言
葉
に
よ
り
毒
が
消
え
る
よ
う
に
」
と
宣
言
す
る
と
息
子
が

（

）

生
き
返
る
な
ど
、
多
数
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヴ
ェ
ー
ダ
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」bráham

aṇ-

（nt.

）
が
「
正
し
く
発
せ
ら
れ
た
実
現
力
を
持
つ
言
葉
」「
そ
の

よ
う
な
言
葉
の
持
つ
実
現
力
」
と
い
う
原
義
か
ら
「
宇
宙
を
動
か
す
原
理
」
へ
と
発
展
し
た
事
も
、「
真
実
の
言
葉
が
神
々
も
人
間

も
宇
宙
も
動
か
す
」
と
考
え
る
、
こ
の
精
神
風
土
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
人
間
に
は
真
実
を
語
る
こ
と
が
困
難
で
す
。「
人
間
の
本
質
は
虚
偽
を
語
る
こ
と
に
あ
る
、
こ
れ
に
対
し
て
神
々
は
真
実

を
語
る
」
と
い
う
厳
し
い
認
識
が
ヴ
ェ
ー
ダ
に
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
は
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
を
開
祖
と
す
る
白
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
学
派
に
属
し
ま
す
が
、
そ

の
冒
頭
で
は
、
祭
式
を
行
お
う
と
す
る
祭
主
が
ヴ
ラ
タvratá-

「（
祭
主
と
し
て
の
）
責
務
」
を
祭
火
に
誓
う
儀
礼
が
論
じ
ら
れ
ま

す
。
後
に
５
│
４
で
述
べ
ま
す
が
、
ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
の
基
本
構
造
は
、
人
で
あ
る
祭
主
が
神
々
を
客
と
し
て
招
き
、
供
物
と
讃
歌
で

も
て
な
す
賓
客
接
待
で
す
。
当
時
の
慣
習
法
で
は
、
主
人
と
客
と
は
対
等
の
身
分
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
従
っ
て
、
祭
式
の
開

始
か
ら
終
了
ま
で
、
祭
主
は
一
時
的
に
人
で
は
な
く
、
神
の
一
員
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
祭
主
の
ヴ
ラ
タ

「
責
務
（
誓
戒
）」
で
す
。
日
常
は
人
と
し
て
虚
偽
を
語
っ
て
い
て
も
、
祭
主
と
し
て
は
神
々
と
同
様
に
真
実
の
み
を
語
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
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シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

1,1,1−11

（
１
）
ヴ
ラ
タ
「（
祭
主
と
し
て
の
）
責
務
」
に
近
づ
こ
う
（
を
開
始
し
よ
う
）
と
し
て
い
る
時
、﹇
祭
主
は
﹈
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ

ー
ヤ
祭
火
（
献
供
用
祭
火
）
と
ガ
ー
ル
ハ
パ
テ
ャ
祭
火
（
家
長
の
祭
火
）
と
の
中
間
で
、
東
を
向
い
て
立
ち
な
が
ら
、
水
た
ち

に
触
れ
る
。
そ
の
際
、
水
た
ち
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
は
│
人
（púruṣa-

）
は
供
儀
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
だ
。
虚
偽
を

（

）

語
る
時
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
内
側
か
ら
腐
っ
て
い
る
。
│
水
た
ち
は
供
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
。「
供
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
者

と
な
っ
て
、
私
は
ヴ
ラ
タ
に
近
づ
こ
う
」
と
﹇
考
え
て
﹈。
水
た
ち
は
浄
化
具
な
の
だ
。「
浄
化
具
に
よ
り
浄
化
さ
れ
て
ヴ
ラ
タ

に
近
づ
こ
う
」
と
﹇
考
え
て
﹈。
そ
れ
故
に
、
水
た
ち
に
触
れ
る
の
だ
。（
２
）
そ
こ
で
彼
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
火
を
見
つ
め
な
が

ら
ヴ
ラ
タ
に
近
づ
く
。
…

（
４
）
こ
の
世
界
は
二
つ
か
ら
成
る
の
だ
。
第
三
は
存
在
し
な
い
。﹇
即
ち
﹈
真
実
と
虚
偽
と
﹇
で
あ
る
﹈。
他
な
ら
ぬ
真
実
を

神
々
が
﹇
支
配
し
て
い
る
﹈、
虚
偽
を
人
間
（
マ
ヌ
の
子
孫m

anuṣyà­

）
た
ち
は
。「
こ
こ
に
私
は
虚
偽
か
ら
真
実
の
も
と
へ

行
く
」
と
﹇
唱
え
る
﹈。
そ
の
際
、﹇
祭
主
は
﹈
人
間
た
ち
の
も
と
か
ら
神
々
の
も
と
へ
行
く
。（
５
）
そ
こ
で
﹇
祭
主
﹈
は
真

実
の
み
を
語
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
つ
ま
り
、
神
々
は

ヴ
ラ
タ
（
神
と
し
て
の
責
務
）
を
行
っ
て
い
る
の

だ
。﹇
神
々
が
﹈
真
実
を
﹇
支
配
し
て
い
る
﹈
こ
と
、
そ
の
こ
と
か
ら
彼
ら
は
名
誉
を
﹇
支
配
し
て
い
る
（
注

参
照
）﹈。
こ

の
よ
う
に
知
っ
て
い
て
真
実
を
語
る
者
は
、
つ
ま
り
、
名
誉
を
支
配
す
る
者
と
な
る
。

５
│
２
「
信
、
信
じ
る
こ
と
、
信
じ
る
思
い
、
信
頼
」śraddhā́­

�

�

�

śrad
-

は
印
欧
祖
語*ḱred

-

に
遡
る
中
性
名
詞
で
、
心
臓
（
印
欧
祖
語*ǵ

herd­/*ǵ
hrd­

>
O
IA
.hrd

-

お
よ
び*ḱerd­/*ḱrd­

>
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Lat.cor

）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
心
臓
に
関
わ
る
精
神
機
能
、
お
そ
ら
く
「
信
、
信
念
、
確
信
」
を
意
味
す
る
語
と
推
測
さ
れ
ま

�

す
。
動
詞dhā

「
置
く
」、
稀
にkr

「
為
す
、
行
う
」
の
目
的
語
と
し
て
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
以
来
用
い
ら
れ
ま
す
。śrád

+
dhā

は
、

人
・
神
・
言
葉
・
行
為
・
理
論
な
ど
に
「
信
を
置
く
、
信
じ
る
、
信
頼
す
る
」
を
意
味
し
ま
す
（
印
欧
祖
語*ḱréd

+
d
heh

1 ,
Lat.

crēdō
「
私
は
信
を
置
く
」）。
複
合
語
名
詞śraddhā́-

（<
*ḱred­d

hh
1 ­éh

2 -

）
は
「
信
じ
る
こ
と
、
信
じ
る
思
い
、
信
頼
」
と
な
り

ま
す
。
動
詞
・
名
詞
と
も
に
、
宗
教
的
な
意
味
に
限
定
さ
れ
ず
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
対
象
が
「
真
実
」
で
あ
る
と
「
思

考
す
る
こ
と
」
がśraddhā́-

「
信
を
置
く
こ
と
、
信
頼
す
る
こ
と
」
で
す
。
感
情
の
次
元
で
は
な
く
「
思
考
活
動
」
で
あ
る
こ
と
が

留
意
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
真
実
」
とśraddhā́-

「
信
」
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナV
II
10,4

＝

ア
イ
タ
レ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナV

II
10,4

「
信
」
が
妻
で
あ
り
、「
真
実
」
が
夫
で
あ
る
。「
信
」
と
「
真
」
と
は
最
高
の
夫
婦
（
対
）
で
あ
る
。

５
│
３
「
水
達
」ā́pas

と
「
信
」śraddhā́­

先
に
４
│
２
（
２
）
で
触
れ
ま
し
た
が
、śraddhā́-
「
信
・
信
頼
」
と
「
水
達
」
の
同
一
視
は
古
く
か
ら
普
及
し
て
い
ま
す
。

「
水
達
」
は
諸
世
界
と
体
内
に
遍
在
し
、
形
態
を
変
え
な
が
ら
、
永
遠
に
宇
宙
を
循
環
す
る
「
女
神
達
」
で
あ
り
、「
不
死
」、「
真

実
」、「
不
滅
」
の
存
在
で
す
。
ま
た
、
常
に
目
覚
め
て
お
り
、
相
互
に
連
絡
を
取
り
合
い
つ
つ
、
万
物
を
監
視
し
、「
信
頼
」
と

「
契
約
」
を
保
証
し
ま
す
。
裏
切
れ
ば
、
体
の
中
の
水
た
ち
が
膨
れ
上
が
り
「
水
腫
病
」
に
よ
り
処
罰
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
仏
典
の

祇
園
布
施
の
浮
彫
を
始
め
、
契
約
の
時
に
水
を
注
ぐ
と
い
う
慣
習
が
イ
ン
ド
の
文
献
や
美
術
に
広
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
起
源
も

（

）

こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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５
│
４

祭
式
に
お
け
る
「
信
、
信
頼
」śraddhā́­

ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
の
基
本
構
造
は
賓
客
接
待
で
す
。
祭
主
が
神
々
を
客
と
し
て
招
き
、
祭
官
の
唱
え
る
言
葉
と
祭
官
が
祭
火
に
注
ぎ

込
む
飲
食
物
と
に
よ
り
饗
応
し
、
満
足
し
た
神
々
が
見
返
り
と
し
て
祭
主
の
願
望
を
か
な
え
ま
す
。
正
し
く
執
行
さ
れ
た
祭
式
は
、

神
々
に
い
わ
ば
「
お
返
し
」
を
強
制
す
る
わ
け
で
す
。
神
々
と
人
間
は
異
部
族
で
す
か
ら
、
部
族
共
同
体
で
の
異
部
族
間
の
慣
習
法

に
則
っ
て
接
待
が
行
わ
れ
ま
す
。
異
部
族
間
で
は
、
騙
さ
れ
て
危
害
を
受
け
る
危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
招
待

さ
れ
て
も
来
ま
せ
ん
。
祭
官
は
「
人
で
あ
る
神
」
と
し
て
神
々
と
人
と
の
仲
介
を
し
ま
す
。
祭
式
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
神
々
と
祭
主

と
祭
官
と
の
間
の
相
互
的
な
「
信
、
信
頼
」śraddhā́-

が
祭
式
の
必
須
条
件
で
す
。

１
．
神
々
が
祭
主
を
信
頼
し
、
招
か
れ
た
祭
式
に
来
る
。

２
．
祭
主
は
、
神
々
が
祭
主
の
望
む
見
返
り
を
与
え
る
と
信
頼
す
る
。

３
．
祭
官
は
、
祭
主
が
十
分
な
報
酬
（
布
施
）
を
与
え
る
と
信
頼
す
る
。

４
．
祭
主
は
、
祭
官
が
有
能
で
適
切
な
祭
式
執
行
を
す
る
と
信
頼
す
る
。

５
．
最
後
に
、
祭
主
が
祭
式
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
な
ぜ
効
力
が
あ
る
か
と
い
う
理
論
を
理
解
し
て
確
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
「
祭
式
と
布
施
の
功
徳
」iṣṭā­purtá­

（
３
│
３
参
照
）
を
祭
主
が
死
後
、
享
受
す
る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
条
件
と
な
り

ま
す
。

祭
式
に
お
け
る
「
信
、
信
頼
」śraddhā́-

に
関
し
て
、
幾
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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（
１
）
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダI

108,6

﹇
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
へ
の
讃
歌
﹈

私
が
最
初
に
君
た
ち
両
名
（
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
）
を
（
自
分
の
祭
式
の
神
格
と
し
て
）
選
び
つ
つ
言
っ
た
こ
と
│
こ
の
ソ

ー
マ
は
ア
ス
ラ
た
ち
と
競
っ
て
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
│

そ
の
、
真
実
で
あ
る
（
必
ず
実
現
す
る
）
信
頼
へ
向
か
っ

て
﹇
君
た
ち
両
名
は
﹈
来
た
れ
、
そ
し
て
搾
ら
れ
た
ソ
ー
マ
を
飲
め
。

ソ
ー
マ
と
い
う
の
は
覚
醒
作
用
の
あ
る
植
物
（
麻
黄
）
の
搾
り
汁
で
す
が
、
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
祭

主
は
ア
ス
ラ
た
ち
（
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
起
源
の
神
群
）
と
競
争
し
て
ソ
ー
マ
を
呼
び
、
我
が
物
と
し
て
獲
得
し
て
、
は
じ
め
て
、
自

分
の
祭
式
で
搾
り
、
自
分
の
選
ん
だ
神
々
に
献
供
で
き
ま
す
。
祭
式
の
開
始
に
あ
た
り
、
祭
主
が
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
を
自
分
の
神

格
と
し
て
選
び
、「
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
に
搾
ら
れ
た
ソ
ー
マ
を
献
供
す
る
」
と
宣
言
し
ま
す
。
こ
の
発
言
を
真
実
で
あ
る
、
必
ず

実
現
す
る
と
信
頼
す
る
と
、
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
は
祭
主
の
祭
式
に
来
て
、
ソ
ー
マ
を
飲
み
ま
す
。

（
２
）
ソ
ー
マ
祭
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
式
に
お
い
て
、
祭
主
は
「
信
」śraddhā́-

を
捕
捉
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
祭
式
を
開
始
す
る
と
き
、「
信
」
を
象
徴
す
る
「
水
た
ち
」
を
祭
場
の
東
に
あ
る
祭
火
へ
と
導
く
儀
礼
を
行
い
ま
す
。

こ
の
「
信
」
は
ま
た
「
思
考
」
で
あ
る
と
も
解
説
さ
れ
ま
す
。

（

）

タ
イ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ーI

6,8,1−2

「
信
」
を
捕
捉
せ
ず
に
祭
式
に
よ
り
祭
主
と
し
て
祭
る
な
ら
ば
、
彼
に
よ
り
「
祭
ら
れ
た
も
のiṣṭá-

（
祭
式
の
効
力
、
功

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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徳
）」（
３
│
３
参
照
）
に
﹇
神
々
・
人
々
は
﹈
信
を
置
か
な
い
の
だ
。
水
た
ち
を
東
（
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ
ー
ヤ
祭
火
）
へ
と
導

く
。
水
達
が
「
信
」
な
の
だ
。
他
な
ら
ぬ
「
信
」
を
捕
捉
し
て
か
ら
祭
式
に
よ
り
祭
主
と
し
て
祭
る
こ
と
に
な
る
。
神
々
と
人

間
達
の
両
方
が
彼
に
よ
り
「
祭
ら
れ
た
も
の
（
祭
式
の
効
力
、
功
徳
）」
に
信
を
置
く
。
…

思
考
に
よ
り
﹇
水
達
を
﹈
東
に

導
く
。
思
考
が
こ
れ
（
信
）
な
の
だ
。
…

（
３
）
水
た
ち
で
あ
る
「
信
」
が
祭
式
の
死
後
の
効
力
を
不
滅
と
し
、
天
界
で
の
不
死
を
も
た
ら
す
と
い
う
思
想
も
見
ら
れ
ま
す
。

カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナV

II
4

（Ed.Sarm
a
V
II
6

）

も
し
あ
る
人
が
﹇
祭
式
の
効
力
に
﹈
信
を
置
き
つ
つ
祭
主
と
し
て
祭
る
な
ら
ば
、
彼
に
よ
り
祭
ら
れ
た
﹇
祭
式
の
効
力
﹈

（iṣṭa-

３
│
３
参
照
）
は
（
死
後
も
）
消
滅
し
な
い
。
不
滅
と
は
水
達
で
あ
る
│
こ
れ
ら
諸
世
界
に
存
在
す
る
こ
れ
ら
﹇
の

水
達
﹈
と
自
身
に
関
わ
る
（
体
内
に
存
在
す
る
）
こ
れ
ら
﹇
の
水
達
﹈
と
は
。
そ
の
よ
う
な
不
滅
が
私
に
（
の
中
に
）
存
在
す

る
と
知
っ
て
、
祭
主
と
し
て
祭
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
に
よ
り
祭
ら
れ
た
﹇
祭
式
の
効
力
﹈
は
消
滅
し
な
い
。

（
４
）
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
「
五
火
二
道
説
」
は
「
人
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
死
後
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
」
を
体
系
的
に
解
説

す
る
理
論
で
す
。「
輪
廻
」
や
「
解
脱
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
現
れ
ま
せ
ん
が
、
生
命
主
体
の
生
ま
れ
死
ぬ
循
環
と
、
そ
こ
か

ら
の
解
放
を
説
明
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
輪
廻
説
の
最
初
の
体
系
化
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
先
駆
と
な
る
「
五
火
説
」
は
ブ
ラ

�

ー
フ
マ
ナ
に
現
れ
ま
す
。
こ
の
「
五
火
説
」
で
は
、「
信
」
が
「
水
た
ち
」
で
あ
り
、「
不
死
を
も
た
ら
す
飲
み
物
」（am

ŕta­,

漢
訳

「
甘
露
」）
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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ジ
ャ
ー
イ
ミ
ニ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナI

45

﹇
五
火
説
﹈

�

…

こ
の
普
遍
火
（
太
陽
）
に
、
日
々
、
神
々
が
不
死
の
飲
物
（am
ŕta-

前
述
３
│
３
参
照
）
で
あ
る
水
た
ち
を
献
供
す
る
。

そ
の
供
物
が
献
供
さ
れ
る
と
、
そ
れ
か
ら
（
植
物
の
）
王
ソ
ー
マ
が
発
生
す
る
。
│
（
次
々
と
、
神
々
が
発
生
し
た
供
物
を
献

供
し
ま
す
。
最
後
に
）
│
女
が
普
遍
火
な
の
だ
。
こ
の
普
遍
火
に
、
日
々
、
神
々
は
精
液
を
献
供
す
る
。
そ
の
供
物
が
献
供

さ
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
人
が
発
生
す
る
。

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
は
パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
王
プ
ラ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
・
ジ
ャ
イ
ヴ
ァ
リ
が
王
族
だ
け
に
伝
わ
る
秘
密
の
教
義
を
バ
ラ
モ
ン
に

明
か
す
と
い
う
設
定
に
な
り
ま
す
。
二
つ
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ャ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ドV

I
2,1−

16

と
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ドV

3,1−10,1

）
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
古
い
形
を
示
す
と
思
わ
れ
る
、

ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ャ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
版
を
紹
介
し
ま
す
。

「
五
火
説
」
は
、
神
々
の
五
回
の
献
供
か
ら
「
人
」
が
発
生
す
る
過
程
を
宇
宙
規
模
の
祭
式
と
し
て
説
き
ま
す
。
要
約
し
ま
す
と
、

か
の
世
界
（
太
陽
光
の
世
界
）
と
い
う
祭
火
の
中
に
神
々
は
「
信
」（＝

水
た
ち
）
を
献
供
す
る
。
そ
の
献
供
か
ら
（
植
物
の
）

王
ソ
ー
マ
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を
パ
ル
ジ
ャ
ニ
ャ
（
雨
神
）
と
い
う
祭
火
に
献
供
す
る
と
、
雨
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を
大
地
と

い
う
祭
火
に
献
供
す
る
と
、
食
物
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を
男
と
い
う
祭
火
に
献
供
す
る
と
、
精
液
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を
若
い

女
と
い
う
祭
火
に
献
供
す
る
と
、
胎
児
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
「
５
番
目
の
献
供
に
お
い
て
水
た
ち
が
人
の
言
葉
を
持
つ
者
と

な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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続
く
「
二
道
説
」
で
は
、
人
が
死
後
に
た
ど
る
２
種
の
道
が
説
明
さ
れ
ま
す
。
要
約
し
ま
す
と
、

（
１
）
原
野
で
（
神
々
が
献
供
す
る
）「
信
」
を
「
真
実
（
真
に
実
在
す
る
、
必
ず
実
現
す
る
）」
と
し
て
崇
拝
し
て
い
る
人
々
は

死
後
、
炎
へ
と
再
生
し
、「
神
々
の
通
る
道
」
を
た
ど
り
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
至
る
。
彼
ら
は
再
び
こ
の
世
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
な
く
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
で
不
死
を
獲
得
し
ま
す
。

（
２
）
祭
式
・
布
施
・
苦
行
に
よ
り
死
後
の
世
界
を
獲
得
す
る
人
々
は
煙
へ
と
再
生
し
、「
祖
霊
た
ち
の
通
る
道
」
を
た
ど
り
、
月

を
経
由
し
て
地
上
に
戻
り
、（
植
物
を
経
て
）
食
物
と
な
り
、
様
々
な
生
き
物
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
す
な
わ
ち
輪
廻
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
か
ら
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
段
階
で
は
、
生
死
の
循
環
と
そ
こ
か
ら
の
解
放
、
不
死
の
理
論
と
が
様
々
な
形
で
発
展

し
、「
輪
廻
と
業
」
の
理
論
と
し
て
イ
ン
ド
思
想
界
に
広
く
根
付
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
仏
教

や
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
は
じ
め
仏
典
の
「
六
師
外
道
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
多
様
な
思
想
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。「
輪
廻
と
業
」
理
論
の

（

）

起
源
と
成
立
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
、
冊
子
に
纏
め
ま
し
た
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
。

＊

＊

＊

＊

＊

さ
て
こ
こ
で
、
仏
教
に
お
け
る
「
真
実
」
と
「
信
、
信
頼
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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６

仏
典
に
お
け
る
「
真
実
」satya-/sacca-

仏
典
に
お
い
て
も
ヴ
ェ
ー
ダ
や
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
と
同
様
に
、satya-

（
パ
ー
リ
語sacca-

）
は
形
容
詞
と
し
て
「
真

に
実
在
す
る
、
真
実
で
あ
る
、
必
ず
実
現
す
る
」
お
よ
び
名
詞
と
し
て
「
そ
の
よ
う
な
も
の
・
こ
と
、
真
実
、
真
理
」
を
意
味
し
ま

す
。注

目
さ
れ
る
の
は
、
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
（
釈
尊
）
が
長
い
苦
し
い
修
行
の
末
に
「
真
実
」satya­/sacca-

に
「
目
覚
め
た
（
悟
っ
た

buddha-

）」
と
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
悟
り
（bodhi-

「
菩
提
」）」
と
は
「
真
実
に
目
覚
め
る
こ
と
」
で
す
。
ベ
ナ
レ
ス
で
の
最
初

の
説
法
「
初
転
法
輪
」
で
は
四
つ
の
「
貴
い
（
ア
ー
リ
ヤ
に
と
っ
て
の
）
真
実
」ārya­satya­/ariyasacca-

（「
四
聖
諦
」）
が
説
か

れ
ま
す
。

（
１
）「
苦
（duḥkha­/dukkha-

）
で
あ
る
。」

「
苦
し
い
」duḥkha-

と
い
う
た
だ
一
語
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
輪
廻
の
中
で
生
ま
れ
死
ぬ
存
在
の
あ
り
方
す
べ
て
が
本
質
的
に

「
苦
し
み
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
生
ま
れ
る
こ
と
も
、
老
い
る
こ
と
も
、
病
む
こ
と
も
、
死
ぬ
こ
と
も

（

）

（
い
わ
ゆ
る
「
四
苦
」）、
好
ま
し
く
な
い
者
と
一
緒
に
な
る
こ
と
も
、
好
ま
し
い
者
か
ら
別
離
す
る
こ
と
も
、
望
む
も
の
を
得

（

）

ぬ
こ
と
も
、「
五
種
の
生
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
得
（
五
取
蘊
）」
す
べ
て
も
苦
し
い
（「
八
苦
」）
と
説
明
さ
れ
ま
す
。

�

（
２
）「
苦
の
発
生
は
「
渇
き
（
渇
望
）」（trṣṇā­/taṇhā­

漢
訳
『
渇
愛
』）
に
よ
る
。」

�

「
渇
き
」trṣṇā­/taṇhā-

と
は
「
体
内
の
水
分
が
欠
乏
し
、
水
を
欲
求
す
る
状
態
」
で
す
。
水
が
無
け
れ
ば
生
物
は
死
ぬ
。
水

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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へ
の
欲
求
「
渇
き
」
は
生
き
る
た
め
の
根
源
的
、
本
能
的
な
欲
望
で
す
が
、
飲
ん
で
も
ま
た
渇
き
、
ま
た
飲
ん
で
も
ま
た
渇

（

）

き
、
決
し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
愛
欲
、
生
存
欲
、
支
配
欲
（vibhava­taṇhā-

）
の
三
種
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
渇
き
」
が
輪
廻
を
も
た
ら
し
、
苦
し
み
を
生
む
原
因
と
さ
れ
ま
す
。

（
３
）「
苦
の
消
滅
は
『
渇
き
』
の
完
全
な
消
滅
に
よ
る
。」

「
渇
き
」
が
完
全
に
無
く
な
れ
ば
、
輪
廻
は
終
わ
り
、
苦
も
消
え
ま
す
。

（
４
）「
苦
の
消
滅
に
至
る
道
は
八
つ
の
正
し
い
生
き
方
（「
八
正
道
」）
で
あ
る
。」

欲
望
に
従
う
生
活
で
も
な
く
、
苦
行
で
も
な
く
、
そ
の
中
道
で
あ
る
正
し
い
生
き
方
「
八
正
道
」
が
説
か
れ
ま
す
。
現
実
を
あ

り
の
ま
ま
に
正
し
く
見
る
、
正
し
く
考
え
る
、
正
し
く
語
る
、
正
し
く
行
う
、
正
し
く
生
計
を
立
て
る
、
正
し
く
努
力
す
る
、

正
し
く
意
識
を
保
つ
、
正
し
く
精
神
集
中
す
る
、
と
い
う
実
践
で
す
。

ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
が
目
覚
め
た
「
真
実
」
と
は
、「
苦
」duḥkha-

が
「
真
に
実
在
す
る
」satya-

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ

で
、duḥkha-

「
苦
し
い
、
苦
を
も
た
ら
す
（
形
容
詞
）、
苦
（
名
詞
）」
の
反
対
語
はsukha-

「
安
楽
な
（
形
容
詞
）、
安
楽
（
名

詞
）」
で
す
。
の
ち
に
阿
弥
陀
仏
と
な
る
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
の
中
核
は
、
自
分
の
仏
国
土
に
生
ま
れ
る
衆
生
が
す
べ
て
「
安
楽
」
を

享
受
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
「
仏
国
土
」
がsukhāvatī-
「
安
楽
あ
る
」lokadhātu-

「
世
界
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
ゴ
ー
タ
マ

仏
陀
の
悟
っ
た
「
苦
」
と
い
う
真
実
を
基
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
後
述
８
│
１
参
照
）。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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７

仏
教
（
お
よ
び
ジ
ャ
イ
ナ
教
）
に
お
け
る
「
信
」śraddhā-/saddhā-

７
│
１

仏
典
（
パ
ー
リ
語
、
仏
教
梵
語
）
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
典
（
ア
ル
ダ
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
語
）

パ
ー
リ
語
、
仏
教
梵
語
、
ア
ル
ダ
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
語
な
ど
の
中
期
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
で
は
、
目
的
語
で
あ
る
名
詞śrad

「
信
」（
中
性
対
格accusative

）
と
動
詞dhā

「
置
く
」
と
が
完
全
に
一
体
化
し
、
単
一
の
他
動
詞
と
な
り
、
さ
ら
に
語
幹
末
の
母

音
短
縮
も
起
こ
り
ま
す
。

śrad­dadhā­ti>
*saddadha­ti>

pa./am
g.saddaha­ti;

B
H
S
śraddadhā­ti/śraddadha­ti

ま
た
、
本
来
の
動
詞
語
形
と
は
別
に
、
名
詞śraddhā-

か
ら
の
派
生
動
詞
（denom

inative

）
が
新
た
に
形
成
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
語
幹
に
お
い
て
音
節
融
合
（­āya­

>
­ā­

）
が
起
こ
り
、
ま
た
、
中
動
態
で
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

śraddhā­ya­ti>
pa.saddhāya­ti>

saddhā­ti;
B
H
S
śraddhā­ti,śraddhaya­te

そ
の
結
果
、
二
種
類
の
動
詞
形
が
併
用
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
動
詞
形
で
も
「
信
を
置
く
、
信
じ
る
、
信
頼
す
る
」
と
い
う
ヴ
ェ

ー
ダ
以
来
の
語
義
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
信
じ
る
、
信
頼
す
る
」
対
象
が
間
接
目
的
「
〜
に
」
を
表
す
与
格dative

か
ら

直
接
目
的
「
〜
を
」
を
表
す
対
格accusative

に
変
わ
り
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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名
詞śraddhā́-

も
「（
人
・
言
葉
・
事
実
・
理
論
へ
）
信
を
置
く
こ
と
、
信
頼
、
信
」
と
い
う
原
義
で
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ

か
ら
「
信
念
、
確
信
」「
強
い
思
い
」「
信
じ
頼
る
こ
と
、
依
存
」
等
の
語
義
も
発
展
し
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語saḍḍhā­

お
よ

び
そ
れ
以
降
の
近
代
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
で
は
「
欲
望
」
と
い
う
意
味
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
初
期
仏
典
や
初
期
ジ
ャ
イ
ナ

（

）

教
典
で
の
「
欲
望
」
を
意
味
す
る
使
用
は
疑
わ
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

７
│
２

無
量
寿
経L

arger
Sukhāvatīvyūha

後
（
８
）
で
述
べ
ま
す
よ
う
に
、Sukhāvatīvyūha

と
呼
ば
れ
る
経
典
に
は
大
小
二
種
類
あ
り
ま
す
。
大
き
い
方
が
漢
訳
「
無
量

寿
経
」
に
対
応
し
、
韻
文
と
散
文
の
両
方
か
ら
成
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
、
動
詞śrad­dhā

と
名
詞śraddhā-

が
ヴ
ェ
ー
ダ
以
来
の

本
来
の
語
義
で
現
れ
ま
す
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
い
く
つ
か
の
成
立
層
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
、
中
期
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ヤ
語
に
属
す
る
西
北
方
言

に
基
づ
き
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
さ
れ
た
言
語
と
、
パ
ー
リ
聖
典
の
偈gāthā-

に
お
お
む
ね
対
応
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
し
新
し
い

（

）

段
階
の
韻
律
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
や
韻
律
の
規
則
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
異
読
が
多

（

）

く
、
ま
た
古
い
写
本
が
少
な
く
、
語
形
・
語
義
・
文
意
を
確
定
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
藤
田
宏
達
先
生
が
ほ
ぼ
全

写
本
を
集
成
し
比
較
対
照
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
献
批
判
に
基
づ
く
研
究
の
道
が
拓
か
れ
ま
し
た
。
以
下
に
挙
げ
ま
す

私
の
訳
も
こ
の
写
本
集
成
に
依
拠
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
校
訂
や
訳
（
参
考
文
献
参
照
）
と
相
違
す
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
原
文
と
異
読
を
添
え
ま
し
た
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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（
１
）
聞
信
偈

釈
尊
が
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
阿
弥
陀
如
来
の
仏
国
土
を
散
文
で
解
説
し
た
後
に
続
く
韻
文
「
聞
信
偈
」
に
は
、śraddadha­ti

の
可
能

性
・
条
件
を
表
す
願
望
法
（optative

）
三
人
称
単
数
能
動
態śraddadheya

が
現
れ
ま
す
。

第
４
偈
「
安
楽
あ
る
（sukhāvatī­

）
世
界
（lokadhātu­

）」
の
名
を
聞
く
だ
け
で
（śrutvāiva

条
件
を
表
す
絶
対
詞
＋eva

）、
こ

こ
に
福
徳
が
生
じ
る
が
、
そ
の
福
徳
の
十
六
分
の
一
さ
え
に
も
、
似
姿
さ
え
に
も
、
そ
れ
ら
（
第
３
偈
で
述
べ
た
）
個
々
の

諸
世
界
は
な
ら
な
い
。

�

na
tā
kalāpi ①upam

āpitasya
ǀpuṇyasya

bhontīprthaglokadhātavaḥ
ǀ

yallokadhātūya
Sukhāvatīye

ǀśrutvāiva
nām

a
bhavatīha

puṇyaṃ
ǀǀ4

ǀǀ

﹇Triṣṭubh
acd

+
Jagatīb

;
ad
break

ᴗ
ᴗ
ᴗ

﹈

①
写
本R
kalāṃ

pi,

他
の
全
写
本
（N

1
を
含
む
）kalāpi.

校
訂M

ax
M
üller

&
N
anjio

[M
N
]
=
W
ogihara

[W
]

kalāpi,
A
shikaga

[A
]
kalāṃ

pi,
Fujita

[F]
kalāṃ

pī.

主
格
（+

api

）
と
し
てkalāpi

とupam
āpi

と
は
対
を
成
す
。

韻
律
上
の
理
由
か
ら
全
写
本
に
あ
るpi

をpī
[F]

に
訂
正
す
る
必
要
は
無
い
。②

①

第
５
偈

勝
者
（
ジ
ナ
）
の
こ
と
ば
を
理
解
し
て
い
る
者
た
ち
が
（jinavacanasaṃ

jñā

）、
信
じ
る
な
ら
ば
（śraddadheya

）、
そ

の
者
た
ち
に
は
、
そ
こ
か
ら
（tato

）
多
く
の
福
徳
が
生
じ
る
だ
ろ
う
（bhaveta

）。
信
じ
る
こ
と
（śraddhā

）
が
、
動
き

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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③

回
る
も
の
た
ち
（jagatasya

:*jagata­
<
jagat­

）
に
と
っ
て
（
安
楽
あ
る
世
界Sukhāvatī

lokadhātu

に
）
到
達
す
る
た

め
の
根
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
故
に
こ
そ
聞
い
た
な
ら
ば
（
条
件
の
絶
体
詞
）、
疑
念
を
取
り
除
く
べ
き
で
あ
る
（
注
２９
「
梵

天
勧
請
」
の
例
を
参
照
）。

①
②

tato
bahū

puṇya
bhaveta

teṣāṃ
ǀye

śraddadheya
jinavacanasaṃ

jñā
ǀ

③

śraddhā
him

ūlaṃ
jagatasya

prāpte
ǀtasm

ād
dhiśrutvā

vim
atiṃ

vinodayed

（iti

）ǀǀ5
ǀǀ

﹇Triṣṭubh
abc

+
Jagatīd

;
b
cadence

第
１
音
節
の
分
解
（­vaca­

）﹈

①

śraddadheya

（śraddadha­ti,
3.
sg.

act.
opt.

[B
H
SG

§29.28]

）＝

写
本R

≈
N
1
śraddhadheya

;

他
写
本

śraddhave,śraddhaye.

校
訂F

=
W
=
M
N
śraddhate

もA
śraddhaṇeya

も
写
本
に
基
づ
か
な
い
。
写
本R

の
語

形
が
正
し
く
、
条
件
節3.sg.act.opt.śraddhayeya

と
帰
結
節3.sg.m

ed.opt.bhaveta

が
対
応
す
る
。

②

jinavacanasaṃ
jñā＝

写
本R

＝
校
訂A

≈

写
本N

1
jinavacanasam

ajñā
;

校
訂F

=
W
=
M
N
jinavacanaṃ

saprajñāḥ.
cadence

第
１
音
節
の
分
解
（­vaca­
）
が
注
目
さ
れ
る
。

③

jagatasya＝
R

とN
1

を
含
む
大
多
数
の
写
本＝
校
訂A

=
W
=
M
N
;

写
本K

1 =
T
6 =
S
jagasya

;

校
訂F

jagato

’sya.

藤
田
訳
（2015

）
は
「
こ
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
（
到
達
す
る
た
め
の
）」
と
解
す
る
（
同
書p.236

f.

参
照
）。

（
２
）
散
文

次
に
釈
尊
が
ア
ジ
タ
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
変
わ
る
方
法
を
説
く
散
文
で
は
、abhi

に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
動

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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詞abhi-śrad-dadhati

の
直
説
法
現
在
形
が
対
格
目
的
語
と
と
も
に
２
回
現
れ
ま
す
。

「
ま
た
、
疑
念
を
持
た
ず
、
欲
望
を
断
ち
切
っ
て
、
安
楽
あ
る
（Sukhāvatī

）
世
界
に
（
死
後
）
発
生
す
る
た
め
に
善
根
を
植

え
、
師
で
あ
る
仏
た
ち
の
無
執
着
で
あ
る
智
を
、
正
し
い
と
判
断
し
（avakalpayanti

）、
信
じ
（abhiśraddadhati

）、
傾
倒

す
る
（adhim

ucyante

）（
者
た
ち
は
）
…
」

「
無
執
着
で
あ
る
仏
智
を
疑
わ
ず
、
ま
た
、
自
ら
の
善
根
を
信
じ
る
（abhiśraddadhati

）
者
た
ち
は
…
」

（
３
）
流
通
偈

（

）

無
量
寿
経
を
締
め
く
く
る
「
流
通
偈
」
に
も
動
詞
形
が
現
れ
ま
す
。

第
８
偈

abhi

に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
動
詞
が
可
能
性
（
条
件
）
を
表
す
願
望
法
で
対
格
目
的
語
と
と
も
に
現
れ
ま
す
。

①

そ
れ
故
に
、
生
ま
れ
つ
き
判
断
力
を
持
つ
賢
明
な
人
が
、
私
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
（abhiśraddadheya

）、
そ
の
人
は

②

（

）

勝
者
の
智
の
集
積
を
す
べ
て
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
仏
は
未
来
を
解
っ
て
い
る
（prajānaṃ

）」
と
感
嘆
の
語
を
発
す
る

で
あ
ろ
う
。

①

tasm
ān
naraḥ

paṇḍita
vijñajātiyaḥ

ǀyo
m
ayha

vākyaṃ
abhiśraddadheya

ǀ

�

②

krtsnāṃ
sa
sākṣījinajñānarāśiṃ

ǀbuddha
prajānaṃ

tigirām
udīrayet

ǀǀ
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﹇Jagatīad
+
Triṣṭubh

bc

﹈

①

abhiśraddadheya
＝

校
訂M

N
=
W

（
写
本
に
当
該
語
形
な
し
）。
写
本N

1 abhiśradda

﹇+

﹈yaḥ
;
S

（
校
訂

M
N

写
本P

）abhidadheyaḥ
;
R

を
含
む

写
本abhiśraddadheyuḥ

（3.pl.act.opt.

）＝

校
訂A

=
F.

主
語
が
単
数

で
あ
る
か
ら
動
詞
複
数
形abhiśraddadheyuḥ

は
認
め
が
た
い
。
動
詞
単
数
形abhiśraddadheya

が
、
写
本N

1

とS

に

示
さ
れ
る
よ
う
にgerundive

の
主
格
単
数abhidadheyaḥ

と
誤
解
さ
れ
、
さ
ら
にabhiśraddadheyuḥ

に
変
化
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。（
１
）「
聞
信
偈
」
第
５
偈
①śraddadheya

参
照
。

②

prajānaṃ
=
O
x

等
７
写
本＝

校
訂M
N
=
W

（
現
在
分
詞prajānaṃ

<
prajānan

）;
N
1

とR

を
含
む

写
本

prajānā
＝

校
訂A

=
F.

第
９
偈

名
詞
派
生
動
詞śraddhā­ti
（<

śraddhāya­ti

）
の
命
令
法
２
人
称
複
数
形śradddhātha

が
現
れ
ま
す
。
同
偈
の
最
後

に
あ
る
命
令
法janayātha

と
対
を
成
し
て
い
ま
す
。

①

あ
る
時
に
は
、
人
間
﹇
と
し
て
生
ま
れ
る
と
い
う
﹈
利
得
が
得
ら
れ
う
る
（labhyāti

）。
あ
る
時
に
は
、
仏
陀
た
ち
に
も
顕

②

現
す
る
こ
と
が
﹇
得
ら
れ
う
る
﹈。﹇
君
た
ち
は
﹈
信
ぜ
よ
（śraddhātha

）、﹇
先
を
解
る
﹈
智
慧
（prajñā­

注
３３
参
照
）

③

は
非
常
に
長
い
期
間
を
経
て
、
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（lapsyate

）。
そ
の
目
的
に
到
達
す
る
た
め
に
、
雄
々
し
さ
（
勇
猛
心

vīrya­

）
を
﹇
君
た
ち
は
﹈
生
ぜ
し
め
よ
（janayātha

）。

①

kadāci
labhyātim

anuṣyalābhaḥ
ǀkadācibuddhāna

piprādurbhāvaḥ
|

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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②
③

śraddhātha
prajñā

sucireṇa
lapsyate

ǀtasyārthaprāptyai
janayātha

vīryaṃ
ǀǀ

﹇Triṣṭubh
abc

+
Jagatīc

﹈

①
labhyāti

写
本R

=
N
1 ＝

校
訂A

=
F
;

写
本S
rabhyati,

O
2 labhyatti;

他
の
全
写
本labhyati

＝

校
訂M

N
=

W
.

十
二
世
紀
の
貝
葉
写
本R

・N
1 labhyāti

と
十
七
〜
二
十
世
紀
の
紙
写
本labhyatti

（rabhyati

）
の
読
み
が
対
立
す

る
。
後
者
は
仏
教
梵
語
と
し
て
通
例
の
受
動
態
で
あ
る
が
、break

がᴗ
ᴗ
ᴗ

と
な
る
。
こ
れ
は
仏
教
梵
語
で
は
珍
し
く
な

い
現
象
で
あ
る
が
、
流
通
偈
に
お
い
て
は
忌
避
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。R

・N
1 labhyāti

はbreak

を
│ᴗ

ᴗ

と
す

る
が
、
単
純
に
韻
律
上
の
理
由
（m
etri

causa

）
だ
け
で
動
詞
語
幹
母
音
が
延
長
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
語
根
か
ら
形
成

さ
れ
る
願
望
法optative
（
い
わ
ゆ
る
希
求
法precative

）
３
人
称
単
数
能
動
態
が
部
分
的
に
中
期
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ヤ
語
に

残
り
、
受
動
義
務
分
詞gerundive

と
の
混
交
を
経
て
、
不
変
化
詞
（
副
詞
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
例
え
ばśakyāt

>

Pālisakkā
B
H
S
śakyā;

labhyāt
>
Pālilabbhā,

B
H
S
labhyā,labhyaṃ

,labhā

（B
H
SD

s.v.labhā

お
よ
びśakyā

参

照
）。
こ
の
よ
う
な
、
可
能
性
を
表
す
願
望
法
に
由
来
す
る
不
変
化
詞labhyā

（t

）「
獲
得
可
能
で
（
あ
る
）」（
獲
得
の
対
象

は
主
語
で
表
さ
れ
る
）
が
受
動
態labhyati
に
影
響
を
与
え
、labhyāti

が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

②

śraddhātha
＝

写
本R

=
N
1 ＝

校
訂A

=
F,

他
の
全
写
本śraddhārtha

（ṃ

）、
校
訂M

N
śraddhārthaprajñā,

W

注307

「
蔵
訳
に
依
れ
ばśraddhā’tha

prajñā

の
写
誤
な
り
」。

③
古
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ヤ
語
で
は
、
他
動
詞labh

は
能
動
の
意
味
で
常
に
中
動
語
尾
を
取
る
（labha­te

）。
従
っ
て
、
未
来

形lapsya­te

は
能
動
の
意
味
で
あ
る
と
も
受
動
の
意
味
で
あ
る
と
も
解
釈
可
能
で
あ
る
。
本
偈
で
は
、
受
動
の
未
来
形
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
期
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ヤ
語
で
は
、
語
根
で
は
な
く
、
受
動
態
語
幹
か
ら
未
来
形
が
形
成
さ
れ
る
の

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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が
普
通
で
あ
る
（*labhyiṣya­te

>
labbhissa­ti

）。

動
詞
語
形śraddhātha

は
、
従
来
の
校
訂
お
よ
び
訳
で
は
、
名
詞śraddhā

+
atha

/artha

と
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

藤
田
訳
「
あ
る
時
に
は
、
人
間
の
身
が
得
ら
れ
、
あ
る
時
に
は
仏
た
ち
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
信
も
、
智
慧
も
、
非
常

に
長
い
時
間
を
経
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
義
を
知
得
す
る
た
め
に
﹇
そ
な
た
た
ち
は
﹈
精
進
を
お
こ
せ
よ
。」

中
村
／
紀
野
訳
「
あ
る
と
き
に
は
人
間
の
身
を
う
け
る
こ
と
と
な
り
、
あ
る
と
き
に
は
仏
た
ち
と
な
っ
て
出
現
す
る
。
信
も

智
慧
も
き
わ
め
て
長
い
時
を
経
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
義
を
知
る
智
慧
あ
る
人
々
は
精
進
を
起
こ
す
べ
き
で
あ

る
。」

荻
原
訳
「
時
あ
り
て
人
身
の
利
を
得
、
時
あ
り
て
諸
佛
出
現
す
、
信
及
び
智
は
長
久
に
し
て
得
べ
し
、
其
義
利
を
得
ん
が
為

め
に
汝
等
は
精
進
を
生
ず
べ
し
。」

こ
の
場
合
は
「
信
」śraddhā­

も
「（
先
を
解
る
）
智
慧
」（prajñā­

）
も
、
共
に
、
長
い
時
間
の
後
に
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
（
１
）
聞
信
偈
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
信
」śraddhā­

は
阿
弥
陀
仏
の
名
や
そ
の
世
界

を
聞
く
と
、
す
ぐ
に
発
生
す
べ
き
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
解
釈
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

７
│
３

阿
弥
陀
経Sm

aller
Sukhāvatīvyūha

小
さ
い
方
のSukhāvatīvyūha

は
漢
訳
「
阿
弥
陀
経
」
に
対
応
し
、
散
文
だ
け
か
ら
成
り
ま
す
。
動
詞
中
動
態śraddadhā­te

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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（
正
規
のSkt.

形
はśraddhatte

）
の
命
令
法śraddadhādhvaṃ

と
名
詞
か
ら
の
派
生
形
容
詞śrāddha-

「
信
じ
て
い
る
、
信
を

も
っ
て
い
る
」
が
現
れ
ま
す
。

（
１
）
散
文
（Ed.Fujita

p.93
l.5

）

そ
れ
故
に
、
そ
の
時
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、﹇
君
た
ち
は
﹈（
自
ら
の
）
信
を
置
け
（śraddadhādhvaṃ

m
ed.

）、
頼
れ

（
信
頼
せ
よ：

pattīyatha

）、
正
し
い
と
判
断
せ
よ
（avakalpayatha

）、
私
に
、
ま
た
、
そ
れ
ら
尊
師
で
あ
る
仏
た
ち
に
対
し

て
（
所
有
格：
間
接
目
的
語
を
表
す
与
格
の
価
値
で
の
使
用
、
ま
た
は
対
格
「
こ
と
ば
を
」
の
省
略
）。

（
２
）
散
文
（Ed.Fujita

p.93
l.12

）

そ
れ
故
に
、
そ
の
時
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
信
じ
て
い
る
（śrāddha-

）
良
家
の
息
子
達
と
良
家
の
娘
達
に
よ
り
そ
の
仏
国

土
に
心
を
向
け
定
め
る
こ
と
を
生
起
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

８

浄
土
三
部
経
に
お
け
る
「
念
仏
」
と
「
称
名
」

浄
土
教
の
基
盤
と
な
る
浄
土
三
部
経
は
「
無
量
寿
経
」「
阿
弥
陀
経
」「
観
無
量
寿
経
」
で
す
。
そ
の
う
ち
「
無
量
寿
経
」
と
「
阿

弥
陀
経
」
はSukhāvatīvyūha

と
い
う
同
じ
題
名
の
仏
教
梵
語
経
典
に
対
応
し
、「
無
量
寿
経
」
はLarger

Sukhāvatī

、「
阿
弥
陀

経
」
はSm

aller
Sukhāvatī

と
言
い
分
け
ら
れ
ま
す
。
両
経
典
に
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、「
観
無
量
寿

経
」
に
は
仏
教
梵
語
の
経
典
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
知
ら
れ
ず
、「
無
量
寿
経
」「
阿
弥
陀
経
」
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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こ
れ
ら
浄
土
三
部
経
に
お
け
る
「
念
仏
」
と
「
称
名
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
称
名
」
と
「
念
仏
」
の
関
係
は

中
国
・
日
本
の
浄
土
教
で
古
く
か
ら
論
議
さ
れ
た
問
題
で
す
が
、
こ
の
方
面
に
は
知
識
が
乏
し
く
、
立
ち
入
る
こ
と
を
控
え
ま
す
。

し
か
し
仏
教
梵
語
経
典Sukhāvatīvyūha

は
幾
度
か
読
み
、
ま
た
、
観
無
量
寿
経
は
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
在
世
時
、
イ
ン
ド
の
マ
ガ
ダ

国
で
起
こ
っ
た
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
王
の
事
件
と
密
接
に
関
係
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
三
経
典
に
限
定
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

８
│
１

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経Sukhāvatīvyūha

Sukhāvatīvyūha
と
い
う
経
典
名
は
、sukhāvatī-

とvyūha-

と
い
う
二
つ
の
名
詞
の
複
合
語
で
す
。sukhāvatī-

は
、duḥkha-

（

）

「
苦
」
の
反
対
概
念
で
あ
るsukha-

「
安
楽
」
か
ら
派
生
し
た
形
容
詞
女
性
形
「
安
楽
あ
る
、
安
楽
な
」
で
あ
り
、
女
性
名
詞

lokadhātu-

「
世
界
」（
正
確
に
は
『
世
界
を
構
成
す
る
層
』）
を
修
飾
し
て
用
い
ら
れ
、「
安
楽
な
世
界
」、
い
わ
ゆ
る
「
極
楽
」
を

意
味
し
ま
す
。
他
方
、vyūha-

は
「
軍
隊
な
ど
の
配
置
」
を
意
味
す
る
語
で
、
法
蔵
（D

harm
ākara

）
菩
薩
が
「
衆
生
が
安
楽
を

享
受
す
る
」Sukhāvatī

と
い
う
世
界
を
自
分
の
仏
国
土
（buddha­kṣetra-

仏
陀
の
支
配
す
る
居
住
地
）
と
し
て
配
置
設
計
し
た
こ

と
を
指
し
ま
す
。
従
っ
て
、Sukhāvatīvyūha
と
い
う
経
典
名
は
「（
法
蔵
菩
薩
に
よ
る
）
安
楽
あ
る
（
世
界
）
の
配
置
設
計
」
を

意
味
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
安
楽
あ
る
世
界
」
い
わ
ゆ
る
「
極
楽
」
へ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
く
事
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？

法
蔵
菩
薩
の
設
計
で
は

（
１
）
諸
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
る

（
２
）
人
が
そ
れ
を
聞
き
、
信
じ
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
心
を
起
こ
す

（
３
）
そ
の
人
の
臨
終
の
時
に
、
阿
弥
陀
仏
が
迎
え
に
来
て
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
る
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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と
い
う
順
序
に
な
り
ま
す
。

梵
文
無
量
寿
経
の
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
第

か
ら
第

（Larger
Sukhāvatīvyūha

Ed.Fujita
p.17

f.

）
に
あ
た
り
ま
す
。

私
が
悟
り
に
到
達
し
た
時
、
世
尊
よ
、
も
し
、
無
数
の
仏
国
土
に
お
い
て
、
無
数
の
尊
い
仏
た
ち
が
、﹇
そ
の
私
の
﹈
名
を
周

く
称
揚
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
（na

...
nām

adheyaṃ
parikīrtayeyur

）、
優
れ
た
様
態
を
述
べ
な
い
の
で
あ
れ
ば
（na

var­

ṇaṃ
bhāṣeran

）、
称
賛
の
公
言
を
宣
旨
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
（na

praśaṃ
sām

abhyudīrayeyur

）、
そ
ろ
っ
て
宣
言
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
（na

sam
udīrayeyur

）、
そ
の
間
は
、
私
は
最
上
の
正
し
い
完
全
な
悟
り
を
悟
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
が
悟
り
に
到
達
し
た
時
、
世
尊
よ
、
衆
生
（
人
を
含
む
諸
々
の
生
き
物
た
ち
）
が
他
の
諸
世
界
（lokadhātu-

）
に
お
い
て

最
上
の
正
し
い
完
全
な
悟
り
に
心
を
起
こ
し
、
私
の
名
を
聞
き
（m

am
a
nām

adheyaṃ
śrutvā

）、
明
る
く
清
く
澄
ん
だ
心
を

（

）

持
っ
て
（prasannacittā

）
私
を
思
い
出
す
と
し
て
（m

ām
anusm

areyus

）、
も
し
私
が
、
彼
ら
が
死
の
時
に
近
づ
い
た
場
合

│
こ
れ
は
﹇
彼
ら
の
﹈
心
が
散
乱
し
な
い
た
め
で
あ
る
が
│
比
丘
集
団
に
囲
ま
れ
敬
わ
れ
て
彼
ら
の
前
に
立
た
な
い
と
し

た
ら
、
そ
の
間
は
、
私
は
最
上
の
正
し
い
悟
り
を
悟
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
が
悟
り
に
到
達
し
た
時
、
世
尊
よ
、
も
し
、
無
数
の
仏
の
居
住
地
に
お
い
て
、
衆
生
が
私
の
名
を
聞
き
（m

am
a
nām

a­

dheyaṃ
śrutvā

）、
そ
の
仏
国
土
に
発
生
す
る
た
め
に
（upapattaye

）
心
を
さ
し
向
け
る
場
合
（cittaṃ

preṣayeyur

）、
ま

た
、
諸
々
の
善
い
根
を
﹇
そ
の
仏
国
土
の
﹈
周
り
に
向
か
わ
せ
る
場
合
（pariṇām

ayeyus

）、
彼
ら
が
│
直
ち
に
報
い
を
受

け
る
大
罪
を
行
う
者
た
ち
（ānantaryakāriṇaḥ

）
お
よ
び
正
し
い
法
を
拒
む
と
い
う
迷
妄
の
覆
い
に
覆
わ
れ
て
い
る
者
た
ち

�

（saddharm
apratikṣepāvaraṇāvrtān

）
を
除
外
し
て
│
、
も
し
ま
た
、
十
回
に
至
る
ま
で
心
を
発
し
て
も
（antaśo

daśa­

bhiś
cittotpādaparivartaiḥ

）、
そ
の
仏
国
土
に
発
生
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
間
は
、
私
は
最
上
の
正
し
い
完
全
な
悟
り
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を
悟
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
「
諸
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
（nām

adheya-

「
名
号
」）
を
周
囲
に
称
揚
す
る
（parikīrtaya-ti

）」
こ
と
が
「
称
名
」
で

す
。
仏
で
は
な
い
「
衆
生
（
人
を
含
む
諸
々
の
生
き
物
た
ち
）」
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
る
こ
と
は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

他
方
「
念
仏
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
聞
い
た
「
衆
生
」
が
、
疑
念
な
く
落
ち
着
い
た
、
明
る
く
清
く
澄
ん
だ
心
を
持
っ
て

（prasannacittā
﹇
注
３５
参
照
﹈）、
阿
弥
陀
仏
を
思
い
出
し
、
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
考
え
る
（anu­sm

ara­ti

「
後
で
思
い
出
す
、
憶

念
す
る
」、m

anasi­karo­ti
「
思
考
す
る
」）
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
る
」
こ
と
と
は
無
関
係
で
す
。

諸
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を
周
囲
に
称
揚
す
る
、
す
な
わ
ち
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
を
求
め
る
誓
願
は
、
法
蔵
菩
薩
（
阿
弥
陀
仏
）
が

名
声
を
得
て
自
己
満
足
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
蔵
菩
薩
が
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
尽
く
し
て
「
安
楽
な
世
界
（
極
楽
）」
を
作

り
上
げ
て
も
、
他
の
様
々
な
世
界
に
生
き
て
い
る
者
た
ち
が
そ
の
存
在
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
世
界
に
行
き
た
い
と
も
思
わ
ず
、

現
実
に
来
る
こ
と
も
な
く
、「
安
楽
な
世
界
」
は
空
っ
ぽ
の
ま
ま
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
貧
し
さ
の
た
め
に
、
病
気
に
な
っ
て
も
治

療
を
受
け
ら
れ
ず
、
老
衰
し
て
も
介
護
し
て
も
ら
え
ず
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
、
無
料
で
診
療
し
介
護
す
る
施
設
を
作
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
施
設
の
存
在
が
苦
し
み
困
っ
て
い
る
人
々
に
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
施
設
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
無

用
の
長
物
で
終
わ
り
ま
す
。
多
く
の
仏
が
各
自
の
世
界
で
「
安
楽
な
世
界
を
作
り
上
げ
た
阿
弥
陀
仏
」
の
名
を
広
く
宣
伝
す
る
こ
と

に
よ
り
、
は
じ
め
て
、
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
い
る
者
た
ち
が
そ
の
世
界
を
知
り
、
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
願
い
、
そ
こ
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
や
が
て
悟
り
に
至
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
「
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
な
世
界
」
は
存
在
意
義
を
持
つ
の
で
す
。
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８
│
２

観
無
量
寿
経

漢
訳
の
み
で
伝
わ
る
観
無
量
寿
経
に
は
「
仏
」
で
は
な
く
「
人
」
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
が
現
れ
ま
す
。

「
念
仏
」
に
あ
た
る
行
為
と
し
て
は
、
人
が
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
仏
国
土
「
極
楽
」
を
具
体
的
に
観
想
す
る
こ
と
が
説
か
れ
ま
す
。

「
称
名
」
は
人
が
臨
終
に
際
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
原
文
はnam

o
*am

idāya

（

>am
itābhāya

附
記
参
照
）

buddhāya

の
よ
う
な
も
の
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。「
阿
弥
陀
仏
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
、
現
代
イ
ン
ド
の
挨
拶

nam
as
te

と
同
じ
構
文
で
す
。nam

o＝
nam

as

は
「
尊
敬
す
る
こ
と
、
敬
意
を
表
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
、
印
欧
祖
語

*ném
es

「
分
配
、
分
け
前
」
に
遡
り
、
動
詞nam

「
曲
が
る
、
曲
げ
る
」
と
は
本
来
無
関
係
で
す
。
本
来
は
合
掌
で
は
な
く
、
両

（
ま
た
は
右
）
の
手
の
ひ
ら
を
広
げ
て
相
手
に
向
け
る
仕
草
を
伴
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
武
器
を
持
っ
て
い
な
い
、
害

意
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
相
手
に
知
ら
せ
安
心
さ
せ
る
仕
草
で
、
仏
像
のabhaya­m

udrā-

「
施
無
畏
印
」
に
対
応
し
ま

（

）
す
。
し
か
し
本
経
で
は
下
品
上
生
の
者
に
関
し
て
、
合
掌
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

観
無
量
寿
経
は
、
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
の
在
世
時
、
仏
陀
に
深
く
帰
依
し
た
マ
ガ
ダ
国
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
が
息
子
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト

ル
に
よ
り
王
位
を
簒
奪
さ
れ
た
史
実
に
基
づ
き
ま
す
。
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
の
妃
で
あ
り
、
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
の
母
で
も
あ
る
ヴ
ァ

イ
デ
ー
ヒ
ー
は
、
幽
閉
さ
れ
た
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
に
飲
食
物
を
届
け
よ
う
と
し
て
自
身
も
息
子
に
幽
閉
さ
れ
、
悲
嘆
に
暮
れ
、
阿
弥
陀

仏
の
国
土
「
極
楽
」
へ
生
ま
れ
た
い
と
望
み
ま
す
。
そ
こ
で
釈
尊
が
「
極
楽
」
に
生
ま
れ
る
方
法
を
彼
女
に
教
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

思
念
を
集
中
し
て
「
極
楽
」
を
観
想
し
、
清
浄
な
行
為
を
実
践
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

多
数
の
観
想
法
が
説
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
第
一
は
、
日
没
の
太
陽
を
凝
視
す
る
こ
と
で
す
。
最
も
単
純
か
つ
重
要
な
ヴ
ェ
ー
ダ
祭

式
で
あ
る
「
日
没
の
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
日
没
に
火
に
供
物
を
献
じ
る
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祭
式
で
す
が
、
何
も
供
物
が
無
い
場
合
は
「
信
じ
る
思
い
に
真
実
を
献
じ
る
」
と
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
が
ジ
ャ
ナ
カ
王
に
教

え
た
祭
式
で
す
。
さ
ら
に
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
（X

135

）「
少
年
と
車
の
歌
」
で
、
墓
の
出
入
り
口
が
西
方
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、

（

）

日
没
と
死
者
の
世
界
と
の
関
係
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

こ
の
経
典
で
は
人
が
九
種
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
上
品
・
中
品
・
下
品
そ
れ
ぞ
れ
が
上
生
・
中
生
・
下
生
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
分
類

毎
に
、
極
楽
へ
の
生
ま
れ
方
が
相
違
し
ま
す
。
人
を
上
中
下
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
は
既
に
初
期
仏
典
（
例
え
ば
「
梵
天
勧
請
」

（

）

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
に
現
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
更
に
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
品
す
べ
て
と
中
品
の
上
生
・
中
生
と
は
、
大
乗
で
あ
れ
小
乗
で
あ
れ
、
仏
陀
の
教
え
に
従
い
実
践
す
る
者
で
あ
り
、
臨
終
時
、

阿
弥
陀
仏
が
迎
え
に
来
て
極
楽
に
生
ま
れ
、
や
が
て
仏
な
い
し
阿
羅
漢
と
な
り
ま
す
。
中
品
下
生
と
は
、
仏
教
徒
で
は
な
い
が
、
善

行
者
で
あ
り
、
臨
終
時
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
と
極
楽
に
つ
い
て
聞
く
と
、
極
楽
に
生
ま
れ
、
七
日
後
に
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
説

法
を
聞
き
、
や
が
て
阿
羅
漢
と
な
り
ま
す
。

悪
行
を
犯
し
た
者
は
下
品
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
生
と
下
生
に
関
し
て
の
み
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
に
よ
り
極
楽

に
生
ま
れ
る
と
い
う
教
え
が
現
れ
ま
す
。

下
品
上
生
の
者
は
、
臨
終
時
、
良
い
指
導
者
に
大
乗
十
二
部
経
典
の
経
題
を
聞
か
さ
れ
、
ま
た
合
掌
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

称
え
さ
せ
ら
れ
る
と
、
阿
弥
陀
仏
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
化
身
が
迎
え
に
来
て
、
極
楽
の
池
の
中
に
生
ま
れ
ま
す
。
四
十
九
日

後
に
両
菩
薩
の
説
法
を
聞
き
、
仏
の
教
え
に
発
心
し
ま
す
。

下
品
中
生
の
者
に
は
、
臨
終
時
、
地
獄
の
猛
火
が
押
し
寄
せ
ま
す
が
、
良
い
指
導
者
が
阿
弥
陀
仏
を
賞
賛
す
る
の
を
聞
く
と
、
極

楽
の
池
の
蓮
華
の
中
に
生
ま
れ
ま
す
。
六
劫
の
後
、
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
説
法
を
聞
き
、
発
心
し
ま
す
。
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下
品
下
生
の
者
は
、
父
母
や
阿
羅
漢
を
殺
す
な
ど
の
「
五
逆
十
悪
」
や
、
他
の
多
く
の
甚
だ
し
い
悪
行
を
為
し
た
者
で
あ
り
、
地

獄
で
長
く
激
し
く
苦
し
む
は
ず
の
者
で
す
。
臨
終
時
、
苦
し
み
に
迫
ら
れ
、
仏
を
念
じ
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
良
い
指

導
者
に
教
え
ら
れ
、
至
心
に
声
を
絶
や
さ
ず
十
念
と
と
も
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
と
、
極
楽
の
池
の
蓮
華
の
中
に
生
ま
れ

ま
す
。
十
二
大
劫
の
後
、
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
説
法
を
聞
き
、
悟
り
へ
と
発
心
し
ま
す
。

た
と
え
悪
人
で
あ
っ
て
も
、
心
を
込
め
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
れ
ば
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
思
想
に

は
、
イ
ン
ド
古
来
の
「
言
葉
の
持
つ
実
現
力
」
が
、
仏
と
人
と
の
双
方
か
ら
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

法
蔵
菩
薩
は
釈
尊
に
「「Sukhāvatī

lokadhātu

『
安
楽
あ
る
世
界
（
極
楽
）』
と
い
う
仏
国
土
を
作
る
」
と
い
う
誓
い
の
言
葉

（「
誓
願
」）
を
発
し
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
真
実
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
「
安
楽
あ
る
世
界
（
極
楽
）」
が
実
現
し
、
法
蔵
菩
薩
は
阿
弥
陀

仏
と
な
り
、
自
身
の
名
を
唱
え
る
人
々
の
も
と
へ
行
き
、「
安
楽
あ
る
世
界
（
極
楽
）」
へ
と
連
れ
て
き
ま
す
。

他
方
、
悪
事
を
重
ね
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
世
界
を
観
想
で
き
な
い
者
す
ら
、
死
の
間
際
に
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
の
誓
い
の
言

葉
を
真
実
で
あ
る
と
信
じ
て
「
阿
弥
陀
仏
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
本
心
か
ら
宣
言
す
れ
ば
、
真
実
で
あ
る
言
葉
の
実
現
力
に
よ

り
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
救
済
が
実
現
し
ま
す
。

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
８
│
１
に
述
べ
ま
し
た
無
量
寿
経
の
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
（
第

）
で
は
、
親
殺
し
等
の
大
罪

を
犯
し
た
者
は
救
済
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
観
無
量
寿
経
で
は
、
そ
の
よ
う
な
極
悪
非
道
の
大
悪
人
、
下
品
下
生
の
者
で
す

ら
救
済
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

観
無
量
寿
経
は
、
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
が
仏
弟
子
で
あ
る
父
か
ら
王
位
と
生
命
を
奪
っ
た
事
件
を
背
景
と
す
る
経
典
で
す
。
彼

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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が
悪
行
の
後
、
不
安
に
苦
し
み
、
六
名
の
沙
門
（「
六
師
外
道
」）
な
ら
び
に
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
を
訪
問
し
て
教
え
を
乞
い
、
最
後
に
仏

（

）

陀
の
教
え
に
帰
依
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
パ
ー
リ
経
典Sām

aññaphala-sutta

「
沙
門
果
経
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ジ

ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
の
姿
が
、
下
品
下
生
の
者
に
は
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
悪
行
を
犯
し
た
者
に
も
、
仏
陀
の
教
え

に
帰
依
し
悟
り
に
向
か
う
可
能
性
が
明
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

９

結

び

王
族
達
の
切
実
な
現
実
問
題
を
背
景
と
し
て
、
王
族
と
バ
ラ
モ
ン
学
者
の
対
話
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
供
物
も
祭
火
も
無
い
場

合
は
、
信
じ
る
思
い
に
真
実
で
あ
る
祭
詞
を
唱
え
る
、
或
い
は
心
の
中
で
念
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
と
い
う
祭
式
を

行
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
答
え
で
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
祭
火
も
供
物
も
祭
官
も
必
要
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
祭
式
宗
教
で
あ
っ
た
バ
ラ
モ
ン
教
が
変
化
し
、
階
級
を
超
え
た
新
し
い
宗
教
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
仏
教

は
、「
苦
」
が
「
真
に
実
在
す
る
」
と
い
う
厳
し
い
現
実
認
識
に
基
づ
き
、
正
し
く
見
る
こ
と
、
正
し
く
思
う
こ
と
を
修
行
の
出
発

点
と
し
ま
し
た
。
数
百
年
後
、
自
分
の
力
で
は
修
行
で
き
ず
、
悪
行
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
、
誰
で
も
が
安
楽
に
な

るSukhāvatī

の
世
界
「
極
楽
」
が
作
ら
れ
た
と
い
う
思
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
悪
行
の
結
果
、
臨
終
の
時
に
苦
し
み
、
阿
弥
陀
仏

の
観
想
さ
え
不
可
能
に
な
っ
て
も
、
心
を
込
め
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
れ
ば
極
楽
に
生
ま
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
真
実
で
あ
る

言
葉
を
発
す
れ
ば
必
ず
実
現
す
る
と
い
う
思
想
が
う
か
が
え
ま
す
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
と
浄
土
思
想
の
称
名
念
仏
と
、
決
し
て
直
接
に

対
応
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も
、
イ
ン
ド
思
想
の
根
幹
か
ら
生
じ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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【
附
記
】「
阿
弥
陀
」
の
原
語
に
つ
い
て

（

）

阿
弥
陀
の
原
語
に
関
し
て
は
従
来
よ
り
様
々
な
観
点
か
ら
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
筆
者
の
見
解
は
一
九
九
四
年
に
「Sukhā-

vatīvyūha
（
梵
文
無
量
寿
経
）
の
韻
律
と
言
語：

歎
仏
偈
・
重
誓
偈
」
注
９
に
示
し
ま
し
た
が
、
音
韻
変
化
と
文
字
伝
承
の
両
面
に

ま
た
が
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
簡
単
に
説
明
ま
す
。

無
量
寿
経Sukhāvatīvyūha

に
は
「
阿
弥
陀
」
仏
の
名
称
と
し
て
、am

itābha­,am
itāyu­,am

ita­prabha­

等
が
現
れ
ま
す
。

筆
者
は
、am

itābha­
（am

ita­ābha­

）「
測
り
知
れ
な
い
光
を
持
つ
」（
漢
訳
「
無
量
光
」）
が
音
韻
変
化
に
よ
り*am

ida­

と
な

り
、
漢
訳
に
際
し
「
阿
弥
陀
」
と
音
写
さ
れ
た
と
推
測
し
ま
す
。

一
般
に
中
期
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ヤ
語
に
お
い
て
は
、
母
音
間
の
子
音
が
有
声
音
化
さ
れ
、
ま
た
帯
気
子
音
が
気
息
音
化
し
ま
す：

am
itābha­

>
*am

idābha­
>
*am

idāha­
。
母
音
間
の
ｈ
音
はPrākrit

やA
pabhraṁ

śa

で
は
保
持
さ
れ
ま
す
（Pischel

§266,

Tagare
§57

参
照
）。
し
か
し
西
北
方
言
（
い
わ
ゆ
るG

āndhārī

）
で
は
、
恐
ら
く
イ
ラ
ン
語
諸
方
言
（
イ
ン
ド
イ
ラ
ン
祖
語
段
階

で
の
気
息
音
を
喪
失
）
の
影
響
を
受
け
て
、
気
息
音
が
弱
ま
り
消
滅
に
向
か
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
帯
気
閉
鎖
音
は
気
息
音
を
失
う

（
例bh

>
b

）
傾
向
を
示
し
（B

urrow
§24

参
照
）、
ま
た
、
母
音
間
の
ｈ
音
は
単
な
る
音
節
区
分
標
識
（syllable-divider

）
と
し

て
、
あ
る
い
は
消
滅
し
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
で
一
般
的
なya-śruti

[
ý
]

と
交
替
し
ま
す
（B

urrow
§28,B

rough
§

39

参
照
）。
従
っ
て
、
一
般
的
な
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
形*am

idāha­

が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
か
ら
西
域
に
広
が
り
、
北
西
方
言
と
し

て
ｈ
音
の
衰
弱
と
脱
落
に
よ
り*am

idāya­/*am
idāa­

に
変
化
し
、
さ
ら
に
母
音
融
合
に
よ
り*am

idāa­
>
*am

ida­

と
な
り

「
阿
弥
陀
」
と
音
写
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

「
極
楽
」
の
別
名
「
須
摩
題
、
須
摩
提
」「
須
阿
提
」
に
も
、
母
音
間
の
ｈ
音
脱
落
が
見
ら
れ
ま
す：

sukhāvatī­
>
*suhāvadī­

>

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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*suām
adī­

>
*sum

adī­

「
須
摩
題
、
須
摩
提
」、sukhāvatī

>
*suhāvadī­

>
*suāvadī­

>
*suādī­

「
須
阿
提
」。
帯
気
音
の
気
息

音
喪
失
は
、
歎
仏
偈
９edhiśyati

>
*ehiśśati

>
ehiśati

「
繁
栄
す
る
で
あ
ろ
う
」
に
も
現
れ
ま
す
（
筆
者
上
記
論
文931

）。

西
北
方
言
で
のam

itābha­

「
無
量
光
」
の
主
格
単
数
形*am

idāhu

ま
た
は*am

dāu

が
、
阿
弥
陀
仏
が
不
死
で
あ
る
（
無
限

の
寿
命
を
持
つ
）
と
い
う
思
想
の
影
響
に
よ
り
再
解
釈
さ
れ
、
主
格
単
数
形am

itāyu

と
な
り
、am

itāyus­

「
無
量
寿
」
が
生
み
出

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
連
の
語
形
変
化
は
、
一
次
的
に
は
音
韻
変
化
で
す
が
、
音
韻
に
対
応
す
るK

haroṣṭhī

文
字
の
特
性
も
伝
承
過
程
で
影
響
を
与

え
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
語
形
変
化
の
す
べ
て
を
文
字
書
体
の
次
元
で
説
明
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

同
様
に
、
古
ペ
ル
シ
ャ
語
（
ダ
リ
ウ
ス
王
碑
文
）
に
お
い
て
、
本
来
存
在
す
る
は
ず
の
ｈ
の
文
字
が
母
音
の
前
後
（
特
にu/ū

の

前
）
で
欠
落
す
る
現
象
も
、
単
に
文
字
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
ｈ
の
発
音
が
弱
ま
っ
た
こ
と
が
出
発
点
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す

（K
arlH

offm
ann,“Zur

altpersischen
Schrift”,A

ufsätze
zur

Indoiranistik
II
639−641

お
よ
びA

nm
.33

参
照
）。

筆
者
が
上
記
論
文
を
執
筆
し
た
時
点
で
は
未
読
で
し
た
が
、B

rough

の
論
文“A

m
itābha

and
A
valokiteśvara

in
an
Inscribed

G
andhāran

Sculpture”

（1982

）
は
タ
キ
シ
ラ
で
発
見
さ
れ
た
仏
像
と
菩
薩
像
に
掘
ら
れ
たK

haroṣṭhī

文
字
碑
文
を
扱
い
、
次
の

よ
う
に
解
読
し
ま
す：

budham
itrasa

olo’śpare
danam

ukhe
budham

itrasa
am
ridaha

...
«The

A
valokeśvara

of
B
uddha-

�

�

m
itra,a

sacred
gift,the

A
m
rtābha

of
B
uddham

itra
...»

。am
itābha­

/am
itāyu­

の
前
肢am

ita­

はam
rta­

の
中
期
イ
ン
ド

�

語
形
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ
の
碑
文
のam

ridaha
（Am

rtābha

）
は
そ
の
よ
う
な
再
解
釈
を
示
し
ま
す
。B

rough

は
、K

haroṣṭhī

写
本
で
は
、am

itābha­

とam
itāyu­

の
主
格
単
数
が
ど
ち
ら
も­au,­ayu

に
な
る
の
で
、
前
者
か
ら
後
者
へ
、

あ
る
い
は
逆
方
向
へ
、
ど
ち
ら
の
変
化
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
説
を
、
書
体
変
化
の
観
点
の
み
に
基
づ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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注（
１
）
こ
れ
ま
で
の
諸
説
に
関
し
て
は
、
藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』235−264,350−353,368−381,

『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』、
平
川

彰
等
編
『
浄
土
思
想
』（
新
装
版
講
座
大
乗
仏
教
第
５
巻
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）
後
藤
敏
文
「
ア
ー
リ
ヤ
諸
部
族
の
侵
入
と
南
ア
ジ
ア
基
層
世
界
」「
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
諸
部
族
の
イ
ン
ド
進
出
…
」
な
ど
を
参
照
。

（
３
）
時
代
と
と
も
に
細
分
化
さ
れ
、
生
ま
れ
つ
き
の
階
級jāti-

「
生
ま
れ
」
に
発
展
し
、
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
に
至
る
。

（
４
）
後
藤
敏
文
「
古
代
イ
ン
ド
の
祭
式
概
観
│
形
式
・
構
成
・
原
理
│
」
参
照
。

（
５
）
筆
者
『
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
思
想
│
「
輪
廻
と
業
」
理
論
の
起
源
と
形
成
』17−19

参
照
。

（
６
）
筆
者
「『
究
極
のA

gnihotra

』
を
巡
るJanaka

王
とY

ājñavalkya

の
対
話
」477−483

﹇156−162

﹈、「
王
族
とA

gnihotra

」947

﹇58

﹈

参
照
。

（
７
）
こ
の
考
え
方
は
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダX

88,6

に
既
に
現
れ
る
が
、
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
で
特
に
発
達
す
る
。
筆
者
「
究
極
のA

gni-

hotra

」477−478

﹇161−162
﹈
参
照
。

（
８
）
筆
者“The

V
edic

C
alendar

and
the
R
ituals

（1

）”1119
f.

参
照
。

（
９
）
パ
ラ
レ
ル
が
マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー

サ
ン
ヒ
タ
ーIV

6,4
:84,2−7

と
タ
イ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ーII

5,11,4
f.

に
見
ら
れ
る
。

（

）
筆
者
「iṣṭā-pūrtá-

『
祭
式
と
布
施
の
効
力
』
と
来
世
」、“D

as
Jenseits

und
iṣṭā­pūrtá­

...”,

『
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
思
想
│
「
輪
廻

と
業
」
理
論
の
起
源
と
形
成
』71−96

参
照
。

（

）
梵
文
無
量
寿
に
お
け
る
光
明
（
仏
・
世
界
）
の
描
写
と
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
、
バ
カ
バ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
、
小
乗
仏
典

（
ウ
ダ
ー
ナ
、
ウ
ダ
ー
ナ
バ
ル
ガ
）
等
に
見
ら
れ
る
パ
ラ
レ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
筆
者
「Sukhāvatīvyūha

〔
梵
文
無
量
寿
経
〕
歎
仏

偈
│
原
典
批
判
と
訳
│
⑴
序
・
第
一
偈
」524−529
参
照
。

（

）
頻
繁
に
見
ら
れ
る
構
文agnihotráṃ

juhóti

「
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
（
と
い
う
献
供
）
を
献
ず
る
」
で
は
、agnihotrám

が
「
動
詞
の
内
容
を

表
す
対
格
」Inhaltsakkusativ

と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
直
接
目
的
を
表
す
対
格
で
あ
る
と
解
さ
れ
、「
供
物
」
の
意
味
に
転
化
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
筆
者
「
究
極
のA

gnihotra

」、「
王
族
とA

gnihotra

」
参
照
。
供
物
は
通
例
、juhó­ti

の
対
格
ま
た
は
具
格
で
表
さ
れ
る
。

（

）
筆
者
「
王
族
とA

gnihotra

」
参
照
。

（

）
筆
者
「『
究
極
のA

gnihotra

』
を
巡
るJanaka

王
とY

ājñavalkya

の
対
話
」
参
照
。

（

）
（
１
）Śatapatha-B

rāhm
aṇa

M
ādhyandina

派

X
I
3,
1

（
２
）
同

K
āṇva

派III
1,
4

（
３
）Jaim

inīya-B
rāhm

aṇa
I
19
f.

（
４
）

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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V
ādhūla­A

nvākhyāna
II
13

。
全
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
比
較
検
討
と
考
察
に
関
し
て
は
、
筆
者
「
究
極
のA

gnihotra

」
参
照
。

（

）
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
な
ど
後
期
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
で
は
、
一
般
的
な
過
去
は

完
了
形perfect

で
表
現
さ
れ
、
不
定
過
去im

per­

fect

は
神
学
的
議
論
に
お
け
る
神
話
的
な
過
去
を
表
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
後
藤
敏
文
、
御
子
上
恵
生
記

念
論
集853

ff.,Fs.N
arten

97
f.:

V
ādhA

nv
I
1−2

参
照
。

（

）
い
わ
ゆ
る
「idam

­bhū/as

構
文
」
で
あ
る
。
動
詞bhū

ま
た
はas

と
（
通
例
は
中
性
）
名
詞
単
数
対
格
（acc.sg.

）
と
の
組
み
合
わ
せ

で
（
動
詞
が
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）「
〜
を
司
る
、
管
轄
・
支
配
し
て
い
る
（as

）／
す
る
よ
う
に
な
る
（bhū

）」
を
意
味
す
る
。
こ
の
構

文
はK

.H
O
FFM

A
N
N

（A
ufsätze

zur
Indoiranistik

II,1976,557−559

参
照
）
に
初
め
て
指
摘
さ
れ
、
後
藤
敏
文
に
よ
り
解
明
さ
れ
た

（「
荷
車
と
小
屋
住
ま
い
」﹇
特
に807

f.

﹈,Elizarenkova
M
em
orialV

olum
e,115−122

な
ど
参
照
）。

（

）Purūravas

が
地
上
（
人
間
の
世
界
）
に
火
を
も
た
ら
す
伝
説
に
つ
い
て
は
、
後
藤
敏
文
、
御
子
上
恵
生
記
念
論
集
、Fs.N

arten

参
照
。
ギ

リ
シ
ア
神
話
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
通
じ
る
、
火
を
「
盗
ん
で
く
る
」
神
話
に
つ
い
て
は
、Fs.N

arten
110,

『
イ
ン
ダ
ス
』308

参
照
。

（

）
後
藤
敏
文
「A

śvin

とN
āsatya

」977−982

。

（

）
筆
者
「
水
た
ち
と
信
」、
後
藤
敏
文
「
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
と
ウ
ー
ス
ィ
ア
」
参
照
。

（

）*satyakriyā­/saccakiriyā­

に
関
し
て
は
多
数
の
論
考
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
立
ち
入
ら
な
い
。
全
体
像
と
主
要
例
に
関
し
て
は
、

Lüders
V
aruṇa

II
486−509

参
照
。

（

）
同
じ
文
が
ソ
ー
マ
祭
の
潔
斎
の
場
面
に
２
回
現
れ
る
。
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナIII

1,2,10

﹇
水
に
よ
る
潔
斎
﹈
と1,3,18

﹇
ダ

ル
バ
草
に
よ
る
浄
化
﹈
で
あ
る
。

（

）
後
藤
敏
文
「
祭
式
概
観
」91

f.,

阪
本
（
後
藤
）
純
子
「
水
た
ち
と
信
」94

f.

（57
f.

）,

梶
原
三
恵
子
「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
授
与
の
諸
儀

礼
と
水
」。

（

）
類
似
の
規
定
が
黒
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
散
文
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
、
マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー

サ
ン
ヒ
タ
ーI

4,10
:59,2,IV

1,4
:5,

18−6,6,

カ
ー
タ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ーX

X
X
II
7
:26,15,

タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナIII

2,4,1−3

。

（

）
『
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
思
想
│
「
輪
廻
と
業
」
理
論
の
起
源
と
形
成
』R

IN
D
A
S

伝
統
思
想
シ
リ
ー
ズ

、
龍
谷
大
学
現
代
イ
ン
ド
研

究
セ
ン
タ
ー
、2015

。

（

）
後
藤
敏
文
「Y

ājñavalkya

の
ア
ー
ト
マ
ン
の
形
容
語
とB

uddha

の
四
苦
」
参
照
。

（

）pañca­upādhāna­skandha­（/­kkhanda­

）「
五
取
蘊
」。upādhāna­

は
輪
廻
を
も
た
ら
す
生
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
取
得
」
を
意
味
す
る
。

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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rūpa-

「
身
体
、
物
質
」（
漢
訳
「
色
」）、vedanā-

「
感
受
」（「
受
」）、saṃ

jñā­/saññā-

「
表
象
」（「
想
」）、saṃ

skāra­/saṃ
kkhāra-

「（
諸
要
素
を
）
統
合
し
（
自
己
を
）
作
り
上
げ
る
行
為
」（「
行
」）、vijñāna­/viññāna-

「
認
識
（
機
能
）」（「
識
」）
の
五
つ
の
構
成
要
素

（skandha­/khandha­

）
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
全
体
が
苦
で
あ
る
と
言
う
。

（

）vibhava-

を
「
生
存
か
ら
の
離
脱
」
と
解
す
る
説
も
あ
る
。

（

）
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
トsaḍḍhā­

（/saddhā­

）
に
関
し
て
は
、Sheth
s.v.saḍḍhā­,

そ
れ
以
降
の
語
形
と
語
義
に
関
し
て
はTurner

no.12678
参
照
。A

n
Illustrated

A
rdham

āgadhi
D
ictionary

が“desire”

の
意
味
で
挙
げ
るU

ttarajjhāyā
1
2,12

お
よ
び14,28

のsaddhā­

は

「
信
念
、
確
信
」
を
意
味
し
、「
欲
望
」
で
は
無
い
。

初
期
仏
典
に
お
い
て
は
、saddhaṃ

/śraddhāṃ
+
pram

uñca­ti

は
「（
世
尊
の
言
葉
に
）
信
（
賴
）
を
発
す
る
」
と
い
う
肯
定
的
な
意
味
で

用
い
ら
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
パ
ー
リ
聖
典
、C
atuṣpariṣatsūtra

、
根
本
説
一
切
有
部
律Saṅghabhedavastu

に
共
通
す
る
「
梵
天
勧

請
」
の
偈
（Triṣṭubh
）
で
は
、apārutā

tesam
am
atassa

dvārā
ǀye

sotavanto
pam

uñcantu
saddhaṃ

ǀ

…
「
聞
く
耳
を
持
つ
者
た
ち
は

信
を
発
せ
よ
、
彼
ら
に
は
、
不
死
へ
の
門
が
開
か
れ
た
」。
し
か
しM

ahāvastu

の
対
応
偈
で
は
、
形
が
崩
れ
、śraddhāṃ

pram
uṃ
cantu

viheṭhasaṃ
jñāṃ

「
害
意
あ
る
信
仰
を
捨
て
よ
」
と
い
う
二
次
的
な
意
味
に
改
変
さ
れ
る
。Suttanipāta

1146
c
pam

uñcassu
saddhaṃ

「（
君
は
）
信
を
発
せ
よ
」
お
よ
び1146

a
m
utta­saddha­

「
信
を
発
し
た
（
者
で
あ
る
）」
も
、
梵
天
勧
請
の
本
来
の
偈
と
同
様
に
、
肯
定

的
な
意
味
で
あ
る
。（K

.R
.N
orm

an
Suttanipāta

新
訳
注
はsaddhā­

を“desire”

と
解
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼

の
議
論
は
根
拠
が
乏
し
く
承
服
し
が
た
い
。）
詳
細
に
関
し
て
は
、
筆
者
「『
梵
天
勧
請
』
の
原
型
」
注
２
﹇Tri.2

﹈
参
照
。

（

）
筆
者
「Sukhāvatīvyūha

（
梵
文
無
量
寿
経
）
の
韻
律
と
言
語：

歎
仏
偈
・
重
誓
偈
」
お
よ
び
「（Larger

）Sukhāvatīvyūh

〔
梵
文
無
量
寿

経
〕
歎
仏
偈
│
原
典
批
判
と
訳
│
〔
１
〕
第
１
偈
」
参
照
。

（

）
最
も
古
い
写
本
と
さ
れ
る
「
ス
コ
イ
エ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
中
の
樺
皮
断
簡
写
本
は
無
量
寿
経
の
最
終
部
に
対
応
す
る
（
注
（

）
参

照
）。
そ
れ
以
外
の
三
十
八
写
本
の
中
、
貝
葉
本
は
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
国
立
古
文
書
館
所
蔵
本
（N

1

）
と
龍
谷
大
学
所
蔵
本
（R

）
の
二
本
の
み

で
、
十
二
世
紀
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
他
は
す
べ
て
一
七
〜
二
〇
世
紀
の
紙
本
で
あ
る
。
写
本
と
刊
本
に
関
し
て
は
藤
田
宏
達
『
浄
土

三
部
経
の
研
究
』19−34,The

Larger
Sukhavatīvyuha

Part1,vii−xii
な
ど
を
参
照
。

（

）
こ
の
前
後
の
散
文
部
分
は
ス
コ
イ
エ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
写
本
が
存
在
す
る
が
（
注
（

））、
流
通
偈
は
全
体
が
欠
落
す
る
。

（

）prajānaṃ

（

>prajānan

）
は
動
詞pra­jñā

（pra­jānā­ti

）
の
現
在
分
詞
で
あ
る
。
こ
の
動
詞
に
は
「（
時
間
的
・
空
間
的
に
先
の
事
柄

を
）
前
も
っ
て
知
っ
て
い
る
、
解
っ
て
い
る
、
理
解
し
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
用
例
が
多
い
。
特
に
「
死
後
に
た
ど
る
道
を
知
っ
て
い

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�
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る
」
と
い
う
文
脈
で
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る
。
名
詞prajñā-

も
そ
の
よ
う
な
知
を
意
味
し
、「
般
若
」
と
音
写
漢
訳
さ
れ
る
。
中
村
隆
海

「V
eda

文
献
に
お
け
るpra-jñā

の
語
義
と
用
法
」
参
照
。

（

）lokadhātu-

は
本
来
、
男
性
名
詞
で
あ
る
が
、
仏
典
（
パ
ー
リ
語
や
仏
梵
語
）
で
は
女
性
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
大
地
を
意
味
す
る
女
性

�

名
詞kṣám

­,bhū́m
i­,prthivī́-

等
の
観
念
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（

）
動
詞

pra­sad

（pra­sīda­ti

）
の
過
去
分
詞
がprasanna-

、
名
詞
がpra­sāda-

で
あ
る
。
叙
事
詩
お
よ
び
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
、

「
水
な
ど
の
流
動
体
が
、
動
揺
せ
ず
鎮
静
し
、
明
る
く
清
く
澄
ん
で
い
る
」
こ
と
か
ら
転
じ
、
特
に
精
神
状
態
の
表
現
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。

パ
ー
リ
語
や
仏
教
梵
語
で
も
、「
精
神
が
、
不
安
・
恐
怖
・
疑
念
な
ど
の
感
情
に
動
揺
せ
ず
、
明
る
く
清
く
澄
ん
で
い
る
」
こ
と
を
表
す
。

名
詞prasāda-
は
「
浄
信
」
と
漢
訳
さ
れ
る
が
、śraddhā­

と
は
異
な
り
、
何
か
に
「
信
を
置
く
、
信
じ
る
、
信
頼
す
る
」
と
い
う
積
極

的
な
行
為
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（

）
後
藤
敏
文
「A

śvin
とN

āsatya

」978,

「
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
を
読
む
」99,

図
Ⅱ
。

（

）
後
藤
敏
文“Aśvín­

and
N
ā́satya­”

210,

リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
を
読
む
」90−92,Fs.G

arcía
R
am
ón

（
印
刷
中
）
参
照
。

（

）
筆
者
「『
梵
天
勧
請
』
の
原
型
」
参
照
。

（

）
筆
者
「Sām

aññaphalasutta

（
沙
門
果
経
）
とV

eda

祭
式
」
参
照
。

（

）
藤
田
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』235−248
参
照
。

参
考
文
献

【
阪
本
（
後
藤
）
純
子Junko

Sakam
oto-G

otō

﹇http
://sakam

otogotojunko.jim
do.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
﹈】

「Sukhavatīvyūha

（
梵
文
無
量
寿
経
）
の
韻
律
と
言
語：
歎
仏
偈
・
重
誓
偈
」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
４２
巻
第
２
号

1994,935−930.

「Sukhāvatīvyūha

〔
梵
文
無
量
寿
経
〕
歎
仏
偈
│
原
典
批
判
と
訳
│
〔
１
〕
第
１
偈：

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
『
人
文
研
究
』
第

巻
第

１
分
冊

1997,55−79.

「『
梵
天
勧
請
』
の
原
型
」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第

巻
第
１
号

1992,469−474.

「
髪
と
鬚
」
日
本
仏
教
学
会
年
報
、
第

号

1994,77−90＝

『
仏
教
に
お
け
る
聖
と
俗
』1994,77−90.

「iṣṭā-pūrtá

『
祭
式
と
布
施
の
効
力
』
と
来
世
」『
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
文
化
』1996,862−882.

“D
as
Jenseits

und
iṣṭā­pūrtá­

ʻD
ie
W
irkung

des
G
eopferten-und-G

eschenktenʼ
in
der

vedischen
R
eligion”

:
Indoarisch,Iranisch

und

～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�～�

５２

『真宗文化』第26号平成28年度2017年3月発行（真宗文化研究所）



die
Indogerm

anistik.
A
rbeitstagung

der
Indogerm

anischen
G
esellschaft

vom
2.
bis

5.
O
ktober

1977
in
Erlangen,

2000,
475−

490.

“katháṃ
­katham

agnihotráṃ
juhutha

│

Janakas
Trickfrage

in
ŚB

X
I
6,
2,
1

│”
A
nusantatyai.

Festschrift
für

Prof.
N
arten,

M
ünchener

Studien
zur

Sprachw
issenschaft,B

eiheft,2000,231−252.

“Zur
Entstehung

der
Fünf-Feuer-Lehre

des
K
önigs

Janaka”
:N
orm

und
A
bw
eichung.

A
kten

des
27.

D
eutschen

O
rientalistentages

（B
onn

1998

）,2001,157−167.

「Sām
aññaphalasutta

（
沙
門
果
経
）
とV

eda

祭
式
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第

巻
第
２
号

2001,953−958.

「
王
族
とA

gnihotra
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第

巻
第
２
号

2005,941−947.

「『
究
極
のA

gnihotra
』
を
巡
るJanaka

王
とY

ājñavalkya

の
対
話
│ŚB

-M
X
I
3,1,ŚB

-K
III
1,4,JB

I
19
f.,V

ādhA
nv
II
13

」『
論

集
』
第
３４
号

2007,427−484.

「『
水
た
ち
』ā́pas

と
『
信
』śraddhā́-

│
古
代
イ
ン
ド
宗
教
に
お
け
る
世
界
観
│
」『
論
集
』
第

号

2008,110−89＝

（41

）−（62

）.
“The

V
edic

C
alendar

and
the
R
ituals

（1

）”

『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
５８
巻
第
３
号

2010,1117−1125.

「
出
家
と
髪
・
鬚
の
除
去
│
ジ
ャ
イ
ナ
教
と
仏
教
と
の
対
比
│
」：

『
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』2014,334−349.

『
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
思
想
│
「
輪
廻
と
業
」
理
論
の
起
源
と
形
成
』R

IN
D
A
S

伝
統
思
想
シ
リ
ー
ズ

、
龍
谷
大
学
現
代
イ
ン
ド
研
究

セ
ン
タ
ー

2015.

【
後
藤
敏
文Toshifum

iG
otō

﹇http
://gotoshifum

i.jim
do.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
﹈】

「
サ
ッ
テ
ィ
ヤsatyá-

（
古
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
語
「
実
在
」）
と
ウ
ー
ス
ィ
アοὐσία

（
古
ギ
リ
シ
ャ
語
「
実
体
」）
│
イ
ン
ド
の
辿
っ
た
道
と

辿
ら
な
か
っ
た
道
と
│
」『
古
典
学
の
再
構
築
』
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
９
号
（
中
谷
英
明
編
）2001,26−40.

「Y
ājñavalkya

の
ア
ー
ト
マ
ン
の
形
容
語
とB

uddha

の
四
苦
」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
４４
巻
第
２
号

1996,887−879.

「śraddhā́­,crēdō

の
語
義
と
語
形
に
つ
い
て
」『
論
集
』
第

号

2007

﹇2008

﹈,561−578.

「
古
代
イ
ン
ド
の
祭
式
概
観
│
形
式
・
構
成
・
原
理
│
」
中
谷
英
明
編
『
総
合
人
間
学
叢
書
』
３
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所

2008,57−102.

「
ア
ー
リ
ヤ
諸
部
族
の
侵
入
と
南
ア
ジ
ア
基
層
世
界
」『
イ
ン
ダ
ス

南
ア
ジ
ア
基
層
世
界
を
探
る
』
長
田
俊
樹
編
著
、
京
都
大
学
出
版
会

2013,296−316.
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「
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ヤ
諸
部
族
の
イ
ン
ド
進
出
を
基
に
人
類
史
を
考
え
る
」『
国
際
哲
学
研
究
』
３
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編

2014,43−57.

（
ド
イ
ツ
語
版“H

intergrund
der

indoarischen
Einw

anderung
in
Indien

und
die

M
enschengeschichte,Journal

of

InternationalPhilosophy,N
o.3,2014,231−248

）.
「A

śvin

とN
āsatya

「A
śvin

とN
āsatya

」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
２９
巻
第
２
号

1991,977−982.
「
荷
車
と
小
屋
住
ま
い:

ŚB
śālám

as

」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
５５
巻
第
２
号

2007,805−809.

“Aśvín­
and

N
ā́satya­

in
the

R
igveda

and
their

Prehistoric
B
ackground”

Linguistics,
A
rchaeology

and
H
um
an
Past

in
South

A
sia,

edited
by
ToshikiO

sada,N
ew
D
elhi

（M
anohar

）,199−226.

「
新
資
料V

ādhūla-A
nvākhyāna

の
伝
え
る
『Purūravas

とU
rvaśī

』
物
語
」
神
子
上
恵
生
教
授
頌
寿
記
念
論
集
『
印
度
哲
学
佛
教
思
想
論

集
』2004,845−868.

“ʻPurūravas
und

U
rvaśīʼ

aus
dem

neuentdeckten
V
ādhūla-A

nvākhyāna

（Ed.
Ikari

）”
A
nusantatyai.

Festschrift
für

Johanna
N
arten

zum
70.G

eburtstag,D
ettelbach

2000,79−110.

“Funktionen
des

A
kkusativs

und
R
ektionsarten

des
V
erbum

s-anhand
des

A
ltindoarischen-”

Indogerm
anische

Syntax-Fragen
und

Perspektiven,W
iesbaden

2002,21−42.

“N
otizen

zur
altindischen

und
avestischen

Syntax”
C
om
positiones

Indogerm
anicae

:
in
m
em
oriam

Jochem
Schindler,

Praha,
127−

142.

“R
eisekarren

und
das

W
ohnen

in
der

H
ütte

:
śālám

as
im

Śatapatha-B
rāhm

aṇa”
Indologica.

T.
Y
a.
Elizarenkova

M
em
orial

V
ol-

um
e,B

ook
1,M

oscow
2008,115−125.

【F.M
ax
M
Ü
LLER

&
B
unyiu

N
A
N
JIO

】

Sukhâvatî-vyûha.D
escription

of
Sukhâvatî.The

Land
of
B
liss.O

xford
1883.

【A
tsuujiA

SH
IK
A
G
A

】

Sukhāvatīvyūha.K
yoto

1965.

【
荻
原
雲
來
】

「
梵
和
対
訳
・
無
量
寿
経
」『
梵
藏
和
英
合
璧
浄
土
三
部
経
』
浄
土
宗
全
書
別
巻,1931,

（21961

）、
浄
土
宗
全
書
第

巻,1972,

（21991

）,1−
191.
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【
藤
田
宏
達

K
otatsu

FU
JITA

】

The
Larger

Sukhāvatīvyūha.
R
om
anized

Text
of
the

Sanskrit
M
anuscripts

from
N
epal.

Tokyo
Part

I
1992,

Part
II
1993,

Part
III

1996.

The
Larger

and
Sm
aller

Sukhāvatīvyūha
Sūtras

『
梵
文
無
量
寿
経
．
梵
文
阿
弥
陀
経
』
法
蔵
館

2011.
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
岩
波
書
店

1970.

『
阿
弥
陀
経
講
究
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部

2001.

『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
岩
波
書
店

2007.

『
新
訂
梵
文
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
法
蔵
館

2015.

【PaulH
arison,Jens-U

w
e
H
artm

ann,K
azunobu

M
atsuda

】

Larger
Sukhāvatīvyūhasūtra,

M
anuscripts

in
the

Schoyen
C
ollection

III
:
B
uddhist

M
anuscripts

vol.
II
[G
eneral

Editor
Jens

B
raarvig],O

slo
2002,179−214.

【
中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
】

『
浄
土
三
部
経
』
岩
波
文
庫

1963.

【
平
川
彰
／
梶
山
雄
一
／
高
崎
直
道
（
編
）】

『
浄
土
思
想
』
新
装
版
講
座
・
大
乗
仏
教

第
５
巻

春
秋
社

1996.

【T.B
urrow

】

The
Language

of
the
K
haroṣṭhiD

ocum
ents

from
C
hinese

Turkestan,C
am
bridge

1937.

【John
B
rough

】

The
G
āndhārīD

harm
apada,London

1962.

“A
m
itābha

and
A
valokiteśvara

in
an
Inscribed

G
andhāran

Sculpture,
Indoligica

Taurinensia,
vol.X

（Torino,
1982

）,65−70
=
C
ol-

lected
Papers,ed.M

.H
ara
and

J.C
.W
right,London

1996,469−478.

【K
arlH

offm
ann

】

“Zur
altpersischen

Schrift”,A
ufsätze

zur
Indoiranistik

II,W
iesbaden

1976,620−645.

【Franklin
Edgerton

[B
H
SG
]
[B
H
SD
]

】
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B
uddhistH

ybrid
SanskritG

ram
m
ar
and

D
ictionary,V

ol.1
:
G
ram
m
ar,V

ol.2
:
D
ictionary,N

ew
H
aven

1953.

【R
ichard

Pischel

】

G
ram
m
atik

der
Prakrit-Sprache,Straßburg

1900
=
C
om
parative

G
ram
m
ar
of
the

Prākr̥t
Language

（translated
by
Jhā

）,2.Ed.,
B
e-

nares
1965.

【G
anesh

V
asudev

Tagare

】

H
istoricalG

ram
m
ar
of
A
pabhraṁ

śa,Poona
1948,rep.D

elhi1987.

【R
atnachandrajiM

aharaji

】

A
n
Illustrated

A
rdha-M

agadhiD
icitonary,vol.IV

,B
om
bay

1932,rep.Tokyo
1977.

【T.Sheth

】

Paia-Sadda-M
ahaṇṇavo,2.Ed.B

enares
1963.

【H
einrich

Lüders

】

V
aruṇa

II,G
öttingen

1959.

【
梶
原
三
恵
子
】

「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
授
与
の
諸
儀
礼
と
水
」『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第

巻
第
１
号

2016,242−235
=

（283

）−（290

）.

【
中
村
隆
海
】

「V
eda

文
献
に
お
け
るpra-jñā

の
語
義
と
用
法
」『
松
濤
誠
達
先
生
古
稀
記
念
梵
文
学
研
究
論
集
』
大
祥
書
籍

2007,111−137.
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